
 - 59 -   

令和 5 年第 2 回高森町定例会一般質問 

令和 5 年 6月 9 日 午前 9 時 開議 

会場：高森町役場 議場 

 

頁 氏名 質問事項 

60 木下 啓爾 Ⅰ 町の商工業等の活性化に向けた行政の取り組みについて 

70 大島 正光 
Ⅰ リニア中央新幹線開業を見据えた町内道路網の整備は 

Ⅱ 町内の安心・安全のため防犯カメラの設置を 

77 佐々木 昌 
Ⅰ かわまちづくり事業等に関連する支流河川の貯水機能について 

Ⅱ 高森町都市計画マスタープランと総合的治山治水対策について 

83 北沢 幸保 Ⅰ 信州たかもり温泉の持続可能な運営について 

99 齋藤 天 Ⅰ 高森町の不登校について 

102 三浦喜久夫 
Ⅰ 機能別消防団導入を機に、変わる消防団に期待し、なり手不足を

補えないか 

112 小沢 恵子 Ⅰ 熱中症対策の推進について 

118 河合 隆俊 
Ⅰ 地域コミュニティの再構築に向けて 

Ⅱ 物価高騰対策について 

124 原 敏明 Ⅰ 保育事故から学ぶ 
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日程第８ 一般質問（会議規則第 60 条） 

○議長（小平一博君） 日程第８、「一般質問」を行います。 

会議規則第 60 条の規定により、通告順に質問を許します。 

質問される方は、質問席で一項目ずつお願いいたします。 

それでは、一般質問に入ります。 

 

◇ 通告１番 木下 啓爾（８番） ◇ 

○議長（小平一博君） ８番、木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 議席番号８番、木下啓爾です。 

これから、商工業の活性化に向けた町の取り組みについて、というテーマで

質問をいたします。 

誠に不勉強のため、名称や言葉の使い方に統一性を欠いた部分があるかと思

いますが、ご容赦ください。 

早速、項目Ⅰの質問に入ります。 

５月よりコロナウイルス感染症が５類に分類され、国民生活に今までにない

活気が芽生えてまいりました。with コロナから after コロナに移行し、ゴール

デンウィークは、今までの我慢の生活への反動やインバウンド需要の回復もあ

り、日本中がかつての活気を取り戻していました。 

しかしながら、コロナウイルスの流行が続いたため、高森町の農業事業者を

含む商工業者は深刻な打撃を受けました。そして、そこから抜けきっていない

事業者も多いと聞きます。 

そこで、まず、高森町におけるコロナウイルス感染症の流行による町内事業

者の廃業や倒産件数、また、経営不振の状況などの現状について、お伺いをい

たします。 

○議長（小平一博君） （１）についての答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） この新たな感染症の影響で、さまざまな業種で事業環境

は大きく変化を余儀なくされたところであります。 

特に飲食業などにつきましては、そもそもの消費活動、住民の行動などが制

限される中で、消費活動が直接的に制限されるなど大きな影響がありました。 

この間で統計などを拝見しておりますと、飯伊地域では昨年負債額 1,000 万

円を超える倒産案件は９件発生しておると承知をしておりますが、この町内で
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は、この間で事業計画の変更や新規事業への参入を遅らすなど、計画の変更な

どを行っている例はお聞きをしておりますけれども、大きな倒産案件といった

ものまでは把握している情報は今のところつかんでおりません。 

いろいろな農業者も含め、その継続を見合わせる、あきらめるといった事例

が、すべてを把握しているわけではありませんので、これらの中に含まれてい

ないものがあるかもしれませんけれども、情報としては、その大きなものは、

先ほど申し上げた把握状況でございます。 

これには国・県・町などの支援策も、尐なからず一助になっているのではな

いかというふうに考えております。 

ただ、一方で、通常の景気変動も当然にある中で、この感染症がどれだけそ

れらの、先ほどの９件と申し上げた倒産など直接的な影響になっているかなど

は計りがたいところもあるというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 現在の状況についてお聞きをいたしました。了解をいたしま

した。 

続いて、①の質問に入ります。 

先ほど申しましたように、５類への移行で、国民生活全般に活気が戻ってき

ています。町内事業者の中には、ただいまお話のありました国・県の補助事業

や町の取り組みによって、何とかコロナを乗り切った事例も多いと思います。 

一方で、移行後もウクライナ危機により発生をいたしましたエネルギーや原

材料の高騰は、中小企業者を圧迫し、今後さらなる打撃を与えていくのではな

いかと危惧しております。 

After コロナの時期における国や長野県の支援の実情をお聞きします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） それでは、国や県の支援状況でありますけれども、これ

までに事業継続支援金や雇用調整助成金、あるいは定額給付金などといった直

接的な支援を繰り返し行ってきているところです。 

また、自治体に向けた臨時交付金というものを通じて、さまざまな事業を行

うことで、経済活動を刺激する、経済対策を行ってまいりました。 

現在のところ行われているものとしましては、物価高騰対策臨時交付金とし
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て、特にエネルギーや食料品あるいは飼料などの高騰対策に重点を当てた臨時

交付金が内示されており、当町では概算で総額 7,700 万円ほどの内示を受けて

おりますが、このうちの 5,600 万円ほどがこれら物価高騰等にあたるものとし

て内示をされているところです。 

また、長野県の方では、こういった国からの交付金も使ってと推量しており

ますけれども、先頃、知事の方からは、リリースとして、これはＬＰガス等エ

ネルギーに対する支援を考えたいといった表明はされておりますけれども、現

在のところ、具体的な枠組みが示されているものとはなっておりません。 

いずれにしましても、こういったものを参考にさせていただきながら、町内

の皆さまにとってどういった対策が、支援が必要か、考えてまいりたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 関連して②の質問に入ります。 

ただいまお話をいただきましたようなさまざまな支援がございます。これら

の国や長野県の支援について、町内の個人事業者からのそれぞれの支援に対す

る町への質問や相談がありましたでしょうか。その件数や相談内容の実態につ

いて、お伺いをいたします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） これらの事業に対する事業者の皆さまからの問い合わせ

ですが、今のところ、町の方へ直接ご相談いただいているという例はございま

せん。 

やはり人手不足で人員を雇用したいんだけれども、なかなか集まらないです

とか、そういった面でのご相談は何本かいただいておる、承知をしております

が、主立ったそういう補助事業に対しては、事業者の皆さまの団体である商工

会ですとか、金融機関の皆さんのところへ直接的なご相談は集まっているので

はないかというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） ③の質問に入ります。 

今まで質問をしてまいりましたように、町内事業者の中には、after コロナ

に向けてさらなる事業継続や経営体質向上のために、何らかの支援を望んでお
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られる事業者もあるとは思います。 

本日、喬木村での商工業者、農業、畜産業関係への村の支援が報道されてい

ました。また、５月 23 日の報道では、飯田市で、事業者支援６事業が提出され

たとの報道もありました。それぞれ自治体独自の支援事業だと思います。 

そこで、町内事業者を支える支援を行政は考えるべきだと考えます。個人事

業者への町独自の補助金などの直接的な支援は、個人経営という性格上、ハー

ドルも高いと思います。しかしながら、町民生活の活性化が町内事業者の回復

につながります。今後の事業者の活性化を図ることが、逆に町民生活の活性化

につながります。 

今後の事業者への活性化を図る施策について、現時点でどのような支援を考

えておられるか、お聞きをします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご質問いただいておりますとおり、地域の活力の源にな

りますのは、地域で経済活動が活発に回転し、誘導していくといったことが必

要ではないかというふうに考えております。 

この支援には、十分な規模の財源とその知識などが必要となり、町単独では

なかなか困難な面がございます。 

また、先ほど個人事業といった例を挙げていただきましたけれども、その事

業主の方のその生活とまた事業の部分とが分けがたい部分もございまして、必

要なところにどのような方法でその支援をお届けするのか、これは今までもこ

れからも、なかなか頭を悩ますところかなというふうに考えております。 

他の自治体の例も挙げていただいておりましたけれども、当町では、先ほど

もご案内しました臨時交付金などの使途を活用させていただきながら、９月の

補正予算などに向けて、その対策を詰めてまいりたいと考えております。 

またそのほかにも、従来から続いているものではございますが、国では中小

企業庁、県では産業労働部を中心に、事業再構築補助金などさまざまな補助金、

助成あるいは制度融資などといったメニューを用意しております。 

町では、そういったメニューを尐しでも早く事業者の皆さまにおつなぎでき

るよう、その案内に努めていく。その効果の中で事業の活性化につなげていっ

ていただくというふうに考えております。 

また、新たなものとしましては、さまざまな事業資産や技術を保有しながら
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も、後継者がいらっしゃらないばっかりに、その継続が難しくなっているとい

った事案も増えていることから、本年度当初予算でお願いしました、後継者に

関する状況を把握するアンケート調査を、商工会を通じて行いたいと考えてお

ります。これらの結果を踏まえながら、今ある事業を、新しく起業を考える皆

さま、あるいは引き継いで事業を拡大したいと考えられる新たな担い手の皆さ

まにつなげることで、また町内事業の活性化の一助につなげていきたいという

ふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 今お答えをいただきましたように、国・県の支援についての

つなぎ役の町としての仕事、これをお答えをいただきました。一歩踏み込んで、

先ほど申しました喬木村や飯田市のように、国・県の支援とは別の町独自の支

援のあり方についても検討をお願いすることといたしまして、（２）の項目に移

ります。 

尐し質問の方向性が変わりますが、ご容赦ください。 

令和４年９月、町は、高森町商工会とタイアップして高森町企業アンケート

を実施し、その結果を町民にも開示をしてございます。 

質問の内容は、物価高騰、人への投資、働き方改革、雇用、人材確保、女性

活躍に関する動向と多岐にわたるものです。そして、そのアンケートの趣旨に

は、高森町の施策の基盤資料とすると記載されています。しかし、そのアンケ

ート結果の活用については、未だ公表されていません。 

そこで、そのアンケート結果に基づく町の施策への活用はどうなっているの

か、お聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご質問いただきました昨年度のアンケートでありますけ

れども、総数で175社へ発送いたしまして、68件の回答をいただいております。

ただ、この回答の内訳のその業種ですとか、事業の規模、会社の規模がかなり

振れ幅が大きく、その各設問に対するこの町内の企業の状況を読み取る、その

傾向を読み取るまでには至ってないというふうに考えております。 

具体的なアンケート結果の計数などは、ホームページなどで掲載させていた

だいておりますけれども、例えば、女性の働きやすい職場をつくりたいと考え
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ている企業は同数、まだ考えてないという企業と同数ぐらいはあるわけですけ

れども、その中で具体的にどういった例えば研修、女性が働きやすい職場にす

るための研修をやっているかというと、なかなかその数はぐっと減ってしまう

とかですね、そういった状況を、それぞれの企業さんの状況を把握するための

生の声を聞くアンケートとしては、資料として活用していただけるんではない

かというふうに考えております。 

このまちづくりプランなどについても、Ｇの２の施策の成果指標を図るもの

と兼ねてアンケートを行っておりますので、そういったものの振り返りを重ね

ながら、次の施策につなげていくものとしていきたいと考えております。 

具体的にこれが通じてこの施策ができたというところまで、まだお示しはで

きておらないところは事実でありますが、そうできるよう努めてまいりたいと

考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 先ほどの回答にもありました。今年もまたアンケートをお考

えのようであります。ぜひとも活用できるアンケート実施をしていただいて、

項目等のきめ出しを図っていただきたいと思います。 

関連して①の質問です。 

After コロナの今、そして今後の高森町全体の活性化のために、商工業者が

今後の事業展開や継続のために何を求めているのかを、町がしっかりと把握す

る必要があると考えます。 

先のアンケートのほかに、どのような把握をされておられるのか。また、今

後どのように把握していくのか、お聞きをいたします。 

なお、先ほどお答えいたしましたアンケートにつきましては、お聞きをしま

したので結構でございます。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 先ほどのアンケートのときにも、回答いただけない項目

というのがやはりありまして、そんなところからも見えるところではあります

が、事業者の皆さまの実情や、いわば懐事情、台所事情を打ち明けていただけ

るまでには、なかなか一朝一夕というわけにはまいりませんで、丁寧な関わり

の積み重ねが必要ではないかというふうに感じております。この役割としては、

主に商工会あるいは金融機関の担当者、商工会の経営指導員などが、常日頃か
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らその相談者としてお話を聞く中で、そういった部分がつかみ取れてくるので

はないかというふうに考えられます。 

町では、先のアンケートで対面で聞き取りを行うなど、先ほどの後継者アン

ケートを新たに行うときに、例えばその調査用紙をお持ちしたときに、一緒に

お聞き取りをさせていただきながら、そういった情報をお伺いしていくといっ

たことを通じて、あるいは商工会、金融機関の皆さまからの寄せられる情報も

把握しながら、実情の確認に努めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 先日、高森町商工会の事務局長さんからお話しをお聞きする

機会がございました。ここでは深く踏み込みませんですが、いくつかの町への

要望についてお話しをしてくださいました。 

一つ目は、商工会会員の経営に係るＤＸ化について、機械機器のための補助、

または機械機器購入のための資金に対する利子補助制度の新設。二つ目は、持

続化補助金やものづくり補助金、中小企業エネルギーコスト削減補助金などに

ついて、国や県の補助金の上限が決まっていて活用が限られているために、町

独自の補助制度の創設。三つ目は、先ほども尐し出ております、人手不足に対

する高森町版雇用奨励補助金の創設などです。 

また、果樹生産者の方ともお話しをさせていただきました。農家の方は、エ

ネルギーや農業資材の高騰、以前のような顧客数の回復が 100％には到底届か

ず、現在の経営難について、その苦境を訴えておられました。 

当然、それらの実情については、今お話がありましたように、町は把握して

いただいていると思いますので、関連質問②に移ります。 

農業振興や商工業振興の施策については、町独自の取り組みについては限界

があると思います。それは、財源であったり、先ほどお話のありました性格上

のものもあるかと思います。 

今まで町は、それぞれの関係団体と連携をして施策を展開しています。農業

委員会や農業協同組合、商工会との連携、また先ほど出ました金融機関との連

携がそれでございます。そのことは、町政の方向性を定めるためには大変大切

であり、不可欠なものであると考えます。 

しかし、質問してまいりました after コロナでの町民生活全般の課題を共有

するためには、コロナ前のやり方と同じように取り組むのでは不十分ではない
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かと考えています。 

今まで以上により多方面からより多くの声を聞いた上で、現状把握が必要と

なります。商工業振興についていえば、商工会とのより細かな情報交換や、町

民の代表を交えた景気対策協議会などを実施することもあると、実施すること

もよいと考えます。また、農業経営者、果樹生産者の方々と町との懇談会も考

えられますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） このコロナ禍もそうですけれども、経済を変動させる要

因、この事業環境を変化させざるを得なくなる要因といったものは、ますます

多様、さまざまに複雑になってきているというふうに感じています。これらに

備えるためにも、さまざまなチャンネルからその状況を、情報を把握しなけれ

ばいけないといったご質問、ご指摘をいただいておるかというふうにお聞きを

しております。 

これらの方法でありますけれども、これは従来からもそうでありますが、や

はり先ほど申し上げましたような、直接的なその事業者からの声、あるいは農

家の方からの声は、やはりそれぞれの団体、商工会、金融機関であったり、ま

た農家の組合たるＪＡさんや園協さんであったり、そういったところから上が

ってくるものが、一番集約されて上がってくるのではないかというふうに考え

ます。 

個々の皆さまと対談する機会といったものも、そのほかのまちづくり懇談会

ですとか、そういった機会ではお聞きをすることはできますけれども、やはり

その事業に関する情報といったところは、そういったところから上がってくる

ところが、今のところは多いということになるかと思います。 

町としましても、そういったところからの情報を集める機会というのは整え

てまいりたいと考えますが、まずは、いま現在、制度資金など、まさにご質問

にも触れていただきました新たな補助制度や新たな制度融資、そういったもの

に対してご意見をいただけるような機会として、商工会あるいはその保証機関、

金融機関なども加わった町の商工業振興資金融資斡旋委員会といった組織がご

ざいまして、こういったものを通例よりもまめに、こまめに行うことによって、

実情、事業者の皆さまからどういった声が寄せられているのか。また、そのた

めにどういった対策が望まれているのか、そういったことが把握していけるの



 - 68 -   

ではないかというふうに考えます。 

また、先ほどのアンケートもそうですけれども、個別の企業さんへ向かって、

町の職員もお話を聞く、あるいは訪問させていただいたり状況を見学させてい

ただく、そんな機会は設けてまいりたいというふうに考えております。 

ばらけましたけれども、ご質問のお答えとしては、まずはその斡旋委員会な

どのその関係者が集まる機関、既にある組織を有効に活用しながら、あるいは

農業の関係であれば、農家組合との懇談、そういったところを活用させていた

だきながら、まず実情の把握の機会としてまいりたいと考えます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 今お答えいただいた内容は、今までもやってきたことであり、

継続をしなければいけないことだと思います。私が申しましたのは、先ほど対

面でアンケートをされるということがありましたけれども、個々の事業者の方

と話す機会、団体と話すんではなくて、個々の情報をいかに集めるかが、after

コロナの対応策の一つじゃないかと思ってお話をさせていただきました。また

ご検討ください。 

最後の③の質問に入ります。 

高森町では、商工会に加入していない個人事業者が３分の１お見えだとお聞

きをいたしました。また、私の近くの農家の方々についても、農業協同組合に

入っていない方が尐なからずお見えであります。それらの個人事業者が困った

ときの相談先は町であります。事業継続や経営向上のための具体的支援を求め

るのも町です。 

現在も取り組んでおられるとは思いますが、今までの回答からは、あまりそ

のような個人からの相談等はないとの実態が見えてまいりました。なんで町に

相談してくれないのかというところを分析することも大切ではないかと思いま

す。ここでは問題を提起しておくことにとどめておきます。 

さて、after コロナ期の高森町の生活活性化のためには、事業者向けの相談

口のさらなる充実が必要であると思います。同時に、関係者や町民への周知が

必要なのではないかと思います。商工会がやるのではなく、農協がやるのでは

なく、町が町民に、このようなことがあるということを周知をする必要がある

ということです。町の今後の取り組みについて、お聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。野沢産業課長。 
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○産業課長（野沢 稔君） ありがとうございます。 

これまでも事業者の皆さまには、それぞれ既に行ってきた施策の繰り返しで

ありますけれども、国・県・町の経済対策や支援策については、広くお知らせ

をしてきており、その団体を通じた会員などに限った情報展開といったもので

はなかったわけではありますけれども、やはりその情報の伝わり具合、その早

さでは、そういった団体を通じた組織としての情報伝達といったものが、役割

が大きかったのかなというふうに感じております。 

当然、そういった団体の情報伝達というか、周知といったものは、引き続き

行っていく必要がございますが、まずはそういった組織に所属しない皆さまに

対しても、より広い範囲の事業者に情報が伝わるようなさまざまな媒体を使っ

た発信といったものに努めていかなければならないというふうに考えます。 

また、農家の皆さまにつきましても、同様に組合員であれ、非組合員であれ、

営農支援センター「ゆうき」などの窓口を通じて、必要なそういった情報が届

くような発信にさらに努めてまいりたいと考えております。 

また、役場で個別の窓口を設けるということについては、やはり冒頭の方で

尐し触れましたけれども、職員のさまざまなその事業者の皆さまの業域につい

ての知識ですとか、その経済の仕組みといいますか、事業の仕組みといったも

のも、やはりその業界業界のさまざまがございまして、なかなか個別のご相談

に対応できる、お答えを与えるところまでは対応することが難しいのかなとい

うふうに考えておりますが、やはりご相談をいただけて、まずそれが「こうい

うところへ相談したらどうでしょう」というおつなぎができるようなことを、

この係の中でも整えてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 高森町役場の現状もあって、個人的な対応は難しい点もある

ということでございます。とは言いましても、頼りにするのは、さっきの個人

事業者につきましては、町が大きな役割を担うわけでございますので、今後さ

らに研鑽を積んでいただいて、対応ができるようにお願いをいたします。 

町の活気は、町民の活気であります。町民の活気の一端には、経済の活気が

ございます。 

今後の町の施策が、経済の活気に結びつくことを願いまして、私の一般質問

を終わりにいたします。 
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◇ 通告２番 大島 正光（12 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 12 番、大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 12 番、大島正光でございます。 

通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

今回は、２項目についてお伺いをしたいと思っております。 

最初に、リニア中央新幹線開業を見据えた町内道路の道路網の整備は、とい

うことで質問をさせていただきます。 

国道 153 号線は、重要物流道路に指定されておりまして、言うまでもなく、

伊那谷の最重要道路と考えます。ほかに有料道路の中央自動車道がありますが、

一般道としてはやっぱり 153 号線が最重要道路ではないかなというふうに考え

ております。 

飯田市の 153 号線は、飯田バイパスが四車線で整備をされ、バイパスの北側

については、現在、リニアの関連の拡幅で座光寺まで四車線整備が進んでおり

ます。 

また、飯田バイパスから今度は阿智村の方面については、今年度、飯田南バ

イパスが事業化されて、国交省で直轄で整備が始まりました。 

一方、高森町から北の方の 153 号線を見ますと、飯島町から駒ヶ根までは伊

南バイパスとしてバイパスが整備されました。そして、その北の先線の駒ヶ根

から伊那市までの間は伊駒バイパスということで事業化されまして、それぞれ

権限代行で国交省が整備を始めております。北と南の整備区間の間に、高森町

と松川町、そして中川村の一部の未整備区間があるわけでございます。 

リニア中央新幹線が開通すると、この区間はいま以上に渋滞が予想されます。

今から整備、バイパスまたは現道拡幅を強く国や現在の道路管理者の県に要望

すべきと考えますが、町長の考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） ただいまお話しいただいたとおり、国道 153 号高森町下市田

から飯島町本郷間の約 18 キロメートルの区間が未整備区間となっておりまし

て、急カーブ、急勾配区間が多く、冬季の積雪、路面凍結に起因する交通障害、

事故が多数発生するとともに、地域の経済による自動車交通量の増加により、

慢性的な渋滞も引き起こされるなど、多くの課題が山積しているという状況で

す。 
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その一方で、議員ご指摘のとおり、国の重要物流道路に指定され、また、今

後高い確率で発生が予想される南海トラフ巨大地震をはじめとする大規模災害

時における緊急輸送路、さらには、リニア中央新幹線長野県駅への上伊那地域

からのアクセスルート、三遠南信自動車道の開通による経済効果、観光振興等

の多面的な整備効果が期待されるなど、町民の暮らしにとって非常に重要な役

割を担う道路であるにもかかわらず、現時点では、改良・整備計画が策定され

ていないというのが状況です。 

この未整備区間の早期実現に向け、国や県への要望活動をはじめ、上伊那地

域を含めた広域的な連携を強化していくことは、非常に重要であると認識をし

ていまして、毎年実施されています長野県建設部長への提言活動においても、

飯田市・松川町・阿智村・平谷村・根羽村の 153 号線ルートの関係市町村と連

携をしまして、継続して、リニア中央新幹線を見据えた一般国道 153 号の改良

整備を要望しているという状況あります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 現在、この区間の関係については、議員の方も、下伊那北

部ブロック町村議会から県知事要望等、部長にも要望を上げておるわけでござ

いますが、なかなか進まない経緯があって、町長にもご質問させていただきま

した。 

現在、この区間では、国道 153 号線の伊那バレー・リニア北バイパス改良期

成同盟会がありますが、活動や要望実態をお伺いしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 国道 153 号伊那バレー・リニア北バイパス改良促進期成同盟

会でありますが、令和元年７月 10 日に、飯島町・松川町・中川村の４町村を構

成町村として設立しています。 

令和２年には、４町村の議会議長、副議長、議会建設系の委員の皆さま、農

業委員会会長、商工会長を同盟会理事に就任いただくとともに、長野県の建設

部長、建設技監、道路課長、伊那建設事務所長、飯田建設事務所長に参与とし

て就任いただいております。 

さらには、令和３年度には、飯田市長も参与として就任していただくなど、

組織の強化を図っているところであります。 
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先ほどの国道 153 号の現状を踏まえ、同盟会では、安定的な道路財源の確保

と道路事業費の大幅な拡大。国道 153 号高森町下市田から飯島町本郷間の早期

事業化に向けた調査の推進。３番目として、自動車運転専用レーンを有した規

格での道路計画という内容で総会の決議事項とし、これまで長野県であったり

とか、飯田国道事務所等の関係者を招いての勉強会や視察、同盟会としての長

野県の建設部長への改良促進のための要望活動を行っています。 

県の建設部長等からは、やはり県が事業化をしていく事前の段階で、できれ

ば路線等の調整を各町村で行っていただけると、早く事業化に向けていくこと

ができるというようなお話も伺っているところから、できるだけ早い時点で、

町民の皆さま等のご意見をお伺いしながら、高森町区間の路線をバイパス化し

ていくのか、現道拡幅するのか等について、いくつかの案をお示ししながら、

要望等の調査を行っていくというようなことが、今後予定されていることにな

ります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） せっかくこういうあれがありますので、一日も早く事業化

できるような形で、また進めていただければというふうに思っております。 

次の質問に移ります。 

国道 153 号線は、名古屋から飯田市までが国交省の直轄管理区間であります

が、座光寺から塩尻までが長野県の管理区間となっております。今のお話のあ

った期成同盟会で、飯島から座光寺区間を直轄の管理区間に編入をしてもらっ

たり、または伊南バイパスや伊駒バイパスと同じように、権限代行区間として

直轄で整備できるよう要望したらいかがかと思いますが、町長のお考えをお聞

きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 町では、先ほどの長野県建設部長への提言において、改良整

備とともに全線指定区間編入を合わせて要望しているというところです。 

その要望に対しては、昨年度、県からは、「一般国道 153 号飯田市から塩尻市

の指定区間編入については、平成 25 年３月以降、知事が国土交通大臣へ要望を

行うとともに、三局長会議などの場でも要望を行っているところ」、また、「令

和４年度も６月 13 日に知事が国へ要望を行った」、「県としても指定区間編入を
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引き続き求めていきたい」、また、「リニア中央新幹線の関連道路としては、一

般国道 153 号飯田北改良や伊那バイパスの整備を促進するとともに、令和２年

度より、伊駒アルプスロード全線が、国の権限代行により事業化採択されるな

ど、リニアの効果を広く発信できるよう、鋭意整備を進めてまいりたい」とい

うような回答をいただいているというところであります。 

先ほどの 153 号伊那バレー・リニア北バイパス改良期成同盟会以外に、一般

国道 153 号の改良期成同盟会というものもありまして、まずはその親会ともい

える一般国道改良期成同盟会では、重要物流道路に指定されたこれを機に、ぜ

ひ全線を国の直轄路線にしていただきたいという、そういった要望はしており

ますが、なかなか、多分大島さんが一番よくわかると思いますが、国の方もそ

れなりの抵抗を示されているというような状態ではないかと思っております。 

町としては、さまざまな関係機関と連携を密にしながら、スピード感をもっ

た取り組みに努めてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ぜひ要望活動を積極的にやっていただいて、できれば国会

議員あるいは国交省の本省等へ要望活動をしていただければというふうに思っ

ております。議会ももしあれなら、一緒に要望したいと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

次の質問に移ります。 

飯田市の座光寺のエス・バードの利便性の向上について、質問をさせていた

だきます。 

エス・バードへの進入路が１箇所のため、会議や講演会などで混雑している

状況を見ております。先の産業建設委員会で、下市田の区民会館から飯田市方

面の夕映え道路というんですか、から南大島川を渡り、エス・バードに進入で

きる計画や飯田市道までの全体道路計画の説明をお聞きしました。その説明に

よると、一貫水路の付け替えを先に工事にかかる予定という話を伺ったわけで

ございますが、高森町や松川町の住民からすると、利便性を図るためには、南

大島川の橋の建設だけでも先行して工事着手して通行できるようになれば、便

利になるんではないかなというふうに思っております。 

町として、そんなような要望をしたらいかがかと思いますので、お伺いした



 - 74 -   

いと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） まず、すいません、最初に言うべきだったんですけれども、

建設課長、ただいま災害対応で出ておりますので、建設課長のところの答弁の

方は私の方でさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

町道 259 号の夕映え道路からエス・バード内を抜けて、飯田市道の 1-56 号万

才線までの道路整備計画については、令和元年度に南信州広域連合、飯田市、

高森町の協議が整い、事業に着手をしているという状況です。その後、令和４

年度からは、地方創生道整備推進交付金を活用し、道路及び橋梁の詳細設計を

実施、今年度令和５年度には、南大島川を渡る橋梁の下部工に着手する計画で

したが、先の常任委員会でもご説明させていただいたとおり、飯田市で進めて

きた農林水産省所轄の竜西一貫水路の協議に多くの日数を要し、このたび道路

線形が確定し、現在は橋梁設計、河川協議等を進めているという状況であり、

今年度中に橋梁の着工が難しくなったという、そういうことであります。 

町では、ここに内示された交付金を別の箇所へ振り替えて予算執行するとい

うような予定をしております。 

このような現状ですので、議員ご提案のような、橋の建設を先行して着手す

るということについては、尐し難しい状況であるということをご理解いただき

たいと思います。 

なお、現時点では令和６年度に橋梁の下部工、令和７年度に上部工、令和８

年度に取り付け道路工の施工となり、計画が一年ずつ遅れているという状況に

なっておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） いろいろな事情で工事がちょっと遅れておるというのは承

知しておるんですが、エス・バードへ行くたびに混雑しておるものですから、

できればこっちの方から橋を一日でも早くできればというような思いがあって、

質問をさせていただきました。 

次の質問に移りたいと思います。 

Ⅱ項目目の質問でございます。 

町内の安心・安全のため防犯カメラの設置を、ということについて質問をさ
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せていただきます。 

最近、全国で街中で窃盗や不審火等が頻発しております。そんな状況をテレ

ビ等で報道をしておるわけでございます。先月だったと思いますが、東京の真

ん中で堂々と店から時計等を強奪していく様子が、テレビ等で報道をされてお

ります。 

町内でも、車上荒らし、それからお賽銭の盗難だとか、いろいろそんな窃盗

だとか起きているというふうに聞いております。 

また、そこには書いてありませんが、学校関係でも、３月に埼玉の中学校で

男が侵入して教員に切りつけた事件、それから５月には、長野市の篠ノ井小学

校に男が侵入して児童に液体をかけたというような事件も報道をされておりま

す。 

町内の安心、安全のため、町民から防犯カメラの設置要望もあります。開か

れた学校やプライバシーの課題もある一方、安全の管理や危機管理も大事だと

いうふうに思います。個人情報との兼ね合いもありますが、町として防犯カメ

ラの設置をどのように考えておりますか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） はじめに、町内の刑法犯認知件数をご紹介したいと思い

ます。 

高森町では、地域の皆さまの防犯に対するこれまでの確実な取り組みにより

まして、平成 16 年度の年間 175 件、これをピークに年々減尐が続き、令和４年

度末時点では、ピーク時の４分の１にあたる年間 38 件まで減尐してきています。 

これまで青色防犯パトロールや交通防犯指導員による街頭指導、あいさつ運

動、またそもそも地域内の声かけや見守りといったソフト面で、防犯に力を入

れて取り組んでおり、このような継続した取り組みの成果であると考えており

まして、この取り組みは継続していきたいと思っております。 

さて、防犯カメラの設置でございますが、４月以降、町内でも不審火や車上

荒らしなどの犯罪が相次ぎ、不安を感じられた町民の方も多かったと思います。 

犯罪が複雑多様化している昨今、犯罪への対策手段の一つとして防犯カメラ

の必要性も認識しております。 

しかし、議員がおっしゃるとおり、不特定多数の方が撮影される箇所での防

犯カメラの設置、これには課題も多いことから、公共施設などの犯罪等への対
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応策として、町として、防犯カメラのあり方を考えるため、この４月から県内

市町村の状況などの調査を開始しております。他の自治体の目的や効果などを

参考に、防犯対策としての有効性などを踏まえて、警備等を続けていきたいと

思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ①の質問に移るわけですが、現在は町内の防犯カメラは設

置は、今の説明ではしてないような言い方だったんですが、再度設置しておる

のかどうか。おる場合には、箇所数をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 町では、不法投棄対策として移動式のカメラ３台を所有

しておりますが、対策が必要な事案があった場合のみ設置ということで、現在

は設置をしておりません。 

また、コンビニなど民間の多くの事業所で設置をしておりますけれども、設

置している事業所数や設置場所、箇所数については、町では把握をしてござい

ません。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 今後、安全、安心のためには、やっぱり公的施設、それか

ら小中学校、そういうところには防犯カメラは設置する必要があると私は思い

ますが、補足質問で、その件について私はそう思いますが、いかがでしょうか。

補足でお願いします。 

○議長（小平一博君） 補足質問の答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 議員からもご紹介がありました。全国では小中学校ある

いは保育園での事故、犯罪などが多発しておりますので、子どもを守る有効な

手段の一つであることは町も認識をしております。ただ、その設置の仕方等々

に含めまして、先ほど述べたとおり、他の公共施設全般の防犯対策の一つの方

法として研究してまいりたいと思っております。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 自治会等からの防犯カメラの設置要望は、今のところはあ

りますでしょうか、お伺いします。 
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○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 町への設置要望というよりも、自治会として設置をして

いきたいという、過去には１つの自治会で検討しておったところもございまし

た。 

ただ、事業所や個人が個別に付けるのとは異なりまして、地域にお住まいの

皆さまなど関係される方々のご理解、これがとても重要になることから、その

調整がなかなか難しく、検討以後、現時点でも設置には至ってございません。 

また、それ以外の自治会からのご相談というものはございません。 

なお、長野県警は、自治会が防犯カメラを設置する場合、設置費用の一部を

補助する制度がございまして、この内容につきましては、随時区長会を通じま

して、自治会等にもご紹介をしております。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 一例ですが、長野のびんずる様が盗まれました。あれも防

犯カメラがあって、松本まで車で行ったのが捕まったですね。やっぱり防犯カ

メラは、必要なところにはやっぱり必要だと私は思います。特に小学校、中学

校、それから公的施設にはいるんではないかなあというふうに思っております

ので、町の方でも検討をしていただいて、早くそんな安心ができるようなこと

をお願い申し上げまして、私の一般質問を終わりにしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ここで休憩に入ります。 

再開は 10 時 30 分、10 時半からといたします。 

 

休 憩  午前１０時１６分 

再 開  午前１０時３０分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告３番 佐々木 昌（６番） ◇ 

○議長（小平一博君） ６番、佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 議席番号６番、佐々木 昌です。 

一般質問の通告に従い、通告下記の質問をいたします。 

かわまちづくりの事業等に関する支流河川の貯水機能について、流域の水防
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をはじめとし、賑わい創出の期待の高まっている国交省の事業、天竜川かわま

ちづくりＭＩＺＢＥステーション事業及び山吹下河原デザイン計画に関連して、

昭和 36 年災害体験者はじめ下平河原地帯の居住者の意見を含めまして、質問を

いたします。 

（１）の質問に入ります。 

従来の堤防は、あそこは霞堤の機能として堤防に囲まれた水を逃がすための

遊水池を有していました。これにより、天竜川の増水による田沢川への逆流や

田沢川の増水における内水氾濫に対応してきたと理解しております。しかし、

現在進められている堤防工事は、この貯水機能を盛り土によって埋め立ててい

ます。 

内水氾濫に対して、どのような対応を考えているのか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） （１）に対する答弁を求めます。 

多田井建設課長。 

○建設課長（多田井 素君） 天竜川を管理をいたします天竜川上流河川事務所に問

い合わせをさせていただいたところ、田沢川との合流部は、貯水池としての機

能を有する霞堤ではなく、堤防が連続していない開口部が存在するという霞堤

ということでございます。そのため、現在進められている堤防工事は、貯水機

能を失うというものではなく、天竜川の重要水防箇所に位置づけられている当

該地の堤防強化につながるもので、これまでの治水機能に変化は生じないとい

うことでございました。 

山吹の天竜川の堤防補強につきましては、堤防が完成高に達していなかった

ことから、山吹区、下平、竜口、上平、駒場地区の関係の皆さま、議会、町と

共同で、国に対しまして、早期実現、整備促進を要望し、多くの皆さまのお力

添えのおかげで、今回の堤防整備につながっている点につきまして、ぜひご理

解をいただきたいというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、①の質問に移らさせていただきます。 

1961年の250年ぶりの大災害、いわゆる三六災害は、私が中学生の時でした。

11 名の尊い犠牲者が出ました。その中に私の同級生もいました。生々しい記憶

は消えていませんが、その後、山吹区天竜河原の現在の位置にも、科学技術の

進歩とともに強固な堤防が造られ、耕地も広がり、農業・商工業・文化の土地
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利用が進みました。 

このたびの天竜川堤防を対象にしたかわまちづくりＭＩＺＢＥステーション

事業の機会に確認しておきたいことは、先日２日には、町長があいさつで言い

ましたように、１日で 180 ミリという雤が降ったわけでありますが、高森町史

にある中学生気象班の記録したデータで、昭和36年６月24日からの１週間で、

特に 27 日一日で、飯田市では 325 ミリ、高森では 323 ミリの大豪雤が降りまし

た。町内各支流の氾濫に続き、結果、段々貯まっていって 29 日に松木渡場堤防

に続き、下市田の惣兵衛堤防がついに決壊したわけです。 

当時と同様の降雤によっても、支流田沢川のオーバーフローによる居住地へ

の内水氾濫の可能性について、貯水量、それから降水量との関係で、具体的数

値で示していただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井建設課長。 

○建設課長（多田井 素君） 三六災害時と同等の降雤における田沢川のオーバーフ

ローによる居住地への内水氾濫の可能性について、貯水量と降水量の関係で具

体的な数値で示してほしいというご質問でございますけれども、数値をもって

その可能性をお示しするということは、非常に困難でございますので、大変申

し訳ないところではございますが、お答えができないという状況でございます。 

三六災害の大雤につきましては、何十年に一度か、百年に一度くらいしか起

きないと言われるほどの大災害と言われており、百年に一度の大雤を想定して

いる現在のハザードマップ、これ 2021 年度版のハザードマップになりますが、

こちらでは天竜川との合流付近においては、浸水想定がされていないというこ

とでご理解をいただければというふうに思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） ②番に移ります。 

従来の堤防の構造とは異なる構造の堤防の建設でありますので、国土交通省

から地域住民や町民に対して、わかりやすい説明があってしかるべきと考えま

す。 

町は、地域住民や町民の立場に立って、こうした説明の場を国土交通省に求

めていくべきだと考えます。これまでそのような場は設けられていません。早

急にそうした場の設定を要請するべきではないでしょうか。お願いします。 
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○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 先ほど建設課長から答弁をさせていただいたとおり、現在進

めている事業は、完成堤防に満たない山吹の堤防を強化するよう、地域の皆さ

まからご要望をいただいて進めている事業です。その上で、地域として説明会

が必要であるということであれば、町から天竜川上流河川事務所の方へ要望を

してまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、大きなⅡ番に移りたいと思います。 

高森町都市計画マスタープランと関連して、総合的治山治水対策について、

お伺いしたいと思います。 

（１）番、総合的、長期的治山治水対策の強化を問いたいと思います。 

高森町の天竜河原地帯は、山吹下段、吉田河原、下市田河原にわたり、各種

の川除の歴史書でも、山吹藩、飯田藩などの財政を大きく支えてきた経過があ

ります。とともに、水防の歴史でもあります。 

高森上段から河原地帯に流れ込む河川は多く、北から見ると、主には唐沢川、

大沢川、寺沢川、田沢川、洞の沢、胡麻目川、大島川、間ヶ沢、相ノ沢川、黒

沢川、南大島川等々で、小河川も大雤の時は水量も突然に急激に増えます。そ

こに天竜川からの堤防越水があれば、河原地帯は湖的な状況になります。 

平成３年天竜川工事事務所が発行した上條宏之氏の著書「総合治水の思想」、

これを私は読まさせていただきましたが、においても、伊那谷全体の山林農地

全体においての保水力が、必要性がなくなってきている、そういうのが説かれ

ております。 

今日 21 世紀に入り、地球環境の変化の中で、河川法、森林法、砂防法、これ

は別名砂防三法と、今は砂防四法とも言いますけれども、が今日初めて、改め

てますます重要になってきていると思いますが、これらの法に対する町として

の認識と対策を問います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 近年の気候変動による水害の激甚化・頻発化に備えるために

は、河川・下水道管理者等が行う治水対策に加え、あらゆる関係者が協働して、
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流域治水全体で水害を軽減させる「流域治水」へ転換をしているというところ

であります。そのため、ハード・ソフト一体の事前防災対策を加速化していく

必要があり、令和２年度に、天竜川上流流域治水協議会が設立をしまして、当

町も協議会員として「流域治水」を計画的に推進するため、協議・情報共有の

場に参画をしているというところです。 

この協議会では、流域治水の取り組みメニューを、「河川における対策」「流

域における対策」「ソフト対策」の３つに分類しておりまして、「河川における

対策」では、河川水位の低下及び洪水流下断面を向上させるための取り組みと

して堤防整備等の対策を、「流域における対策」では、ため池等既存の施設の有

効利用の取り組みとして、ため池の水位低下運用の対策や、砂防事業における

流出土砂の抑制の取り組みとして、流域内の流出土砂対策、さらには支流域の

森林整備による流出抑制の取り組みとして、支流域の森林整備の対策などを例

示して、協議会のメンバーである各自治体での積極的な取り組みを促している

というところであります。 

国では、国土交通省・農林水産省・文部科学省・経済産業省が連携して、こ

の「流域治水」の取り組みを推進しています。平成 30 年度からは、「防災・減

災、国土強靱化のための３カ年緊急対策」として全国各地で事業を実施、現在

はこの対策を「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」として延

長しています。 

国が進める山吹での天竜川堤防工事も、「流域治水」の考え方に基づき、この

予算において実施しているところであり、町でもこの「流域治水」の考え方を、

役場庁内の関係課と共有し、水害に対する防災・減災の取り組みを強化してい

るというところであります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） （２）番に移ります。 

総合的防災対策から見る土地利用計画と、定住区域分け計画を問います。 

話は今の町長の、今の対策にプラスちょっと歴史的な経過も含めますが、高

森町史を見ますと、910 ページから、高森町の水防または川除の歴史が、また

948 ページからは災害の歴史が載っています。記録に残る大水害は、古文書な

どにより16世紀半ばあたりからあります。有名な1715年の未満水があります。

その 250 年後に、先ほどの三六災害に、その後に天竜川の流域の護岸は大幅に
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整備されてきました。 

しかしながら、近年の地球環境の変化により、想定を超えたという表現が頻

繁に使用されるほど、予期せぬ災害が起きております。ハザードマップは当然

防災対策の基礎資料として各戸に配られてはおりますけれども、改めて住民の

避難経路及び避難施設建設や指定を含む中長期的な防災対策、指定というのは、

このいろいろな避難施設をどこどこに指定するということでありますけれども、

中長期的な防災対策を問います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） はじめに、ハザードマップは、自然災害による被害の軽

減や防災対策に使用する目的のもので、被災想定区域や避難所などの防災関連

施設の位置を示した地図でございます。その地域の成り立ちや災害の要因にな

る地形・地盤の特徴、過去の災害履歴、気象情報などさまざまな情報を基に作

成されています。 

一度作成されたハザードマップは、不変ということではなくて、ここ数年で

見ますと、天竜川の洪水浸水想定区域を計画規模から想定最大規模へ変更した

り、ため池が決壊した場合の想定など、こういったものも新たに加えられてお

ります。 

さて、中長期的な防災対策というご質問でございますが、専門的な立場の方々

によりまして、日々見直される情報をハザードマップに的確に反映させるとと

もに、それを踏まえた最適な避難対策をハードとソフト両面から考え、必要な

見直しを行い、実践していくこと、これこそが行政の役割であり、中長期的に

もそれを継続していくという考えでございます。 

なお、風水害に関しましては、予測精度が年々向上してきておりまして、事

前の避難行動等を的確に行うことで命を守ることは可能です。これからも、平

時からハザードマップに基づく情報を住民の皆さまに周知し、リスクへの理解

を深め、いざ災害が発生する恐れがある場合には、自らの命を自ら守るための

情報を提供し、いち早く行動につながる取り組みを進めてまいります。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、①の質問です。 

三六災に遭った人たちには、どうしてもトラウマの現象があるわけですけれ

ども、三六災害時の流域の役員を経験された皆さんたちによりますと、下段地
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帯を農業などの産業地帯に、また中上段を居住地域にする、そうしたらどうか

という、そういう計画の必要性に言及している方もいます。 

また、新しい転入者などが安全に長く生活できる地域として、中段・上段へ

の住宅地域定住化への斡旋、また、居住移転を中段・上段へ希望する場合の支

援や補助を考えた制度づくりも、長期的にはあっても良いんじゃないかと考え

る方もおります。 

今後の町全体の土地利用計画について、居住区域分けの点についても、この

方向についてどう考えているか、お聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

多田井建設課長。 

○建設課長（多田井 素君） 町では、平成 28 年３月に土地利用計画を策定をいたし

ておりますが、この計画をベースに、さらに具体的、広域的な視点で都市機能、

居住誘導区域などを定める都市計画マスタープラン等を、今年度から３カ年を

かけて策定をする予定でございます。 

議員ご提案の内容につきましては、この策定の検討過程の中で、必要に応じ

て議論されるものというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 町の防災対策が総合的に進むことをお願いして、私の一般

質問を終わります。 

 

◇ 通告４番 北沢 幸保（10 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 10 番、北沢幸保です。 

それでは、通告に従いまして、信州たかもり温泉の持続可能な運営について、

伺ってまいります。 

（１）に入ります。 

湯ヶ洞が平成４年、御大の館が平成８年に、町民の福祉と健康の増進、地域

の活性化を図ることを目的に建設されました。既に 31 年と 27 年が経過して施

設の老朽化が進んでまいりました。 

持続可能な施設とするためには、老朽化した部分の改修が必要になってくる

と考えます。具体的にはどのような改修をしていく必要があるのか、伺います。 
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○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 温泉施設の経年による各施設の老朽化が進行しているこ

とは、ご質問のとおりでございます。 

建物につきましては、屋根部など外面の防水の劣化などにより雤漏りが多く

なってきているということ、また、屋内においては、非常灯など防災施設の更

新が必要な改修と考えております。 

機械設備関係では、御大・湯ヶ洞それぞれの機械室内の配管などからの漏水

や、配管の中間に設置をしております濾過器・ポンプ・電磁弁など、各施設、

設備が老朽化が進んでおりまして、それぞれ現に緊急修繕が発生してきている

といった状況でございます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 具体的に、補足ですみません。 

いま改修の必要な状況をお聞きしましたが、具体的な、いつ、どういう手を

打っていくだとか、改修計画みたいなものはあるんでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 先ほどお話ししました点につきまして、既に起こってい

るものもありまして、漏水ですとか、緊急に修繕をさせていただいておるとこ

ろです。 

今後に向かって、どこを順次やっていくかという計画というよりは、今まさ

に発生しているものをいま手当てしているといった状況でございます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ①に移ります。 

別々に造られた２つの施設があるわけですが、経営という点からは、２つの

施設を効率よく運営していくことが求められているというふうに考えます。 

管理コストを削減するためには、この２つの施設をどのように改修する必要

があるのか、伺います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 例としまして申し上げますと、まず、入口が２つある。

御大の館側、湯ヶ洞側と２つあることになります。２つあるということは、そ



 - 85 -   

こからの入退館をそれぞれの場所で管理する必要が生じております。入口を統

一するような、あるいは２つあるにしても、電子決済を活用するなどの無人受

付などに対応するような改修が、例としては挙げられるのではないかと考えて

おります。 

同様に、浴室・食事場所などいくつかの機能が重複して２つの建物にあり、

また、建物内で全体の中で位置も離れていることから、管理コストが割高にな

っているといった面は否めないかというふうに考えております。 

それぞれの機能がそれぞれの建物に必要かどうかも踏まえ、必要な改修を考

えることになるかと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

ただいま食事場所だとか浴槽、それから入口のことだとか、説明がございま

した。これらもほんとに、浴槽なんかは１箇所にするとなると、相当大きな事

業になると思います。そういった点では、やっぱり計画的に町全体の事業の中

で、そういった湯ヶ洞の大きな改修を組み込んで計画的にやっていっていただ

きたいというふうに考えます。 

それから続いて、②に移ります。 

○議長（小平一博君） 補足といま言われました。 

○１０番（北沢幸保君） はい。 

○議長（小平一博君） 補足質問、①に対する補足質問の答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご指摘いただいた面も含めまして、それぞれのものが２

つ本当に必要なのかどうか、また、それを一つにまとめてしまって良いのかど

うかといった意見もあろうかと思いますので、そのようなご意見を集めながら、

今後の改修は検討してまいりたい、参考とさせていただきたいと思います。 

○議長（小平一博君） よろしいですか。 

北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

リピーターや集客率を上げることが求められていると思います。 

建物じゃなくて周辺の整備、今のままで良いのか、あるいはこんなような設

備を造っていく必要があるだとか、考えがありましたらお願いします。 
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○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） リピーターや集客を上げるためには、この単独でこの宿

泊施設だけで上げるには、よほどの特別な、あるいは格別なこの魅力といった

ものを用意しないと難しいのではないかというふうに考えます。 

周辺整備というよりは、この周辺にあるもう尐し広い面で、周辺にある施設

の魅力、例えば観光農園ですとか、ゴルフ場、あるいはグランピングや山歩き、

トレッキングなど、広い圏域では星空ツアーや再開した和船下りなど、さまざ

まな素材がある中で、それらと連携をとることで、この施設のお客様への訴求

力というものを向上していくことが必要ではないかと考えてございます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足ですいません。 

今、若い人たちには、あそこの支配人の方ともお話を聞いたんですが、露天

サウナだとか、バーベキューできる場所だとか、そういうようなものもあれば

集客になるのかなあというようなことを言っておりましたが、その点について

はいかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ②に対する補足の答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 現在の管理者ともそういった情報、ご提案を協議しなが

ら、必要な改修について、これからどういう計画でやっていくかということに

ついては、考えているところ、進めていかなければいけないと考えているとこ

ろでございます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 管理者等のご意見というか、専門的なそういうご意見も聞

きながら、ぜひ改修をしていただきたいと思います。 

③に入ります。 

今まで説明していただきました①～②まで大きな事業で、改修費も相当かか

ると思います。どのくらい、ちょっと今そういうようなものは出ないかもしれ

ませんが、どのくらいかかりそうかだとか、また、そのためには一気にはでき

ませんので、長寿命化計画また資金繰り等について、どのように考えておるの

か、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 
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野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 過去にそういった事案、事案というか、観点で検討した

事例はございますけれども、現在の状況につきましては、物価高騰ですとか、

さまざまな環境が変わっている中で、お察しいただきますように、具体的な資

料というのは、いま用意したものはございません。 

したがって、資金繰りについても、そういったお示しできるところまではな

いというところが現状でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足をお願いします。 

松川町の清流苑でありますが、今年度と来年度にかけて改修をするというふ

うに報道されております。やっぱり２年間かけて大きな改修をするということ

でありますが、たかもり温泉につきましても、やっぱり計画を立てんことには、

次に進まないということになりますので、顧客ニーズに合った持続可能な施設

にしていくための計画を立てていくべきではないかというふうに思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する補足の答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 後ほどご質問項目に挙げていただいているところではあ

りますので、ですが、先ほどご指摘いただきましたように、管理者と協議をし

ながら、改修として現在計画を進めている部分については、南信州広域での補

助金の獲得、あるいは事業の着手といったものを準備させていただいていると

ころでございます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） （２）に入ります。 

開設から平成 18 年までは、まちづくり振興公社に業務委託をされたようです。

それから平成 18 年から令和２年までは、まちづくり振興公社に指定管理をした

と、それから令和３年から来年の令和６年３月 31 日につきましては、中央アル

プスリゾート株式会社、以降「中アリゾート」とさせていただきますが、こち

らが指定管理者となったわけであります。 

両施設の設置条例というものがあるわけですが、第４条では、設置目的に沿

って最も効率的に運営しなければならないというふうに規定しております。 

令和６年４月１日以降は、どのような管理運営を考えているのか、伺います。 
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○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご紹介いただきましたように、現在の管理者との指定管

理期間は本年度末までとなってございます。 

この年度を通じて、今後のあり方について、さまざまなお立場からのご意見

をいただくということで、お答えとさせていただきます。 

また、再始動しました観光協会などは、この宿泊と観光、ごくごく近いとこ

ろでございまして、そういった観光協会のさまざまな観光に対する意見を把握

集約する取り組みをさせていただく契約としておりますので、そういったもの

も通じたご意見、ご提言も含めながら、本年度を通じて最終的な方向、あり方

といったものについて検討してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 関連質問①に移ります。 

令和３年から「中アリゾート」が指定管理者となったわけですが、町は、こ

の会社の運営上や経営上の成果、また十分でない課題については、何があるの

かといったようなことについて、どのように分析・評価しているのか、伺いま

す。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 同社の管理に移って２年目となりましたのが、この令和

４年度でございました。それらの営業状況でございますが、まちづくり振興公

社が撤退した令和２年度末の利用者との比較をさせていただきますと、湯ヶ洞

では１億 5,200 人であったものが、申し訳ありません。１億ではありません。

１万 5,200 人。１万 5,200 人であったものが、現在は２万 9,400 人に、御大の

館につきましては、６万 2,200 人であった利用者が７万 1,600 人と、コロナ禍

の苦しい状況の中ではありましたけれども、回復をしてきているところでござ

います。 

費用につきましては、人件費などの費用を相当に切り詰めるなど、経営努力

を重ねていただいていることは、高く評価されるところではないかと考えてお

ります。 

しかし、一方で、現下の人手不足ですとか、賃金を含む諸経費の高騰という
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ものは相変わらず続いておりまして、先ほど触れていただいた重複施設の存在

や機能の絞り込みといったことで、指定管理者から課題として提案いただいて

いる事項もございますので、今後、協議を重ねてまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 関連質問②に移ります。 

「この指定管理３年間で、独立採算で運営できる状態にまでやっていける施

設だと示すことで、次の担い手がこの地域から現れることを目指したい」、この

ように中アリゾートの社長さんは述べておりました。 

この間、コロナ禍の影響も大きくあったわけでありますが、産業課として独

立採算できる見通しについて、どのように判断をされているのか、伺います。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご紹介いただきました目標をもって、管理者としても相

当に経費を細かく見直しをしていただきながら、努力をしていただいていると

ころは、大きく認めているところでございます。 

しかしながら、このコロナの影響ですとか、エネルギーあるいは資材、人件

費等の高騰などさまざまな障害、マイナスの条件といったものが重なってきて

いることから、当初計画したどおりの状況ではなかったということは認めざる

を得ません。私ども担当課として拝見させていただくところでは、現状で完全

な独立採算といったものはまだ難しいのではないかというふうにとらえてござ

います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 関連質問③に移ります。 

中アリゾートを引き継ぐ次の担い手、来年度からの担い手になりますが、ど

のように探していく考えなのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） すべて繰り返しのお答えになりますけれども、現状では

独立採算といったものが難しいと言わざるを得ない状況でございます。 

この状態で現在の指定管理者が撤退ということになれば、なかなか次の担い
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手を見つけ出すといったことは、相当に困難ではないかというふうに判断をし

ております。 

まずは、現在の指定管理者、中央アルプスリゾートの皆さまと協議をさせて

いただきながら、先ほど申し上げた観光協会などを通じたさまざまなご提言の

中で、どういったことができていくのかということを、連携して検討してまい

りたいというふうに考えております。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足をお願いします。 

ただいまコロナの影響等があって、独立採算は難しいという返事でありまし

た。で、次の担い手については、中央アルプスリゾートの方だとか、観光協会

とも相談してという回答でありました。 

中央アルプスリゾート株式会社に引き続きお願いしていくという選択肢もあ

るのかどうか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ③に対する補足質問の答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 先ほどの回答のとおり、その選択肢には当然含まれると

いうふうに考えております。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、関連質問④に移ります。 

「どのようにこの施設を位置付けていくのか、町民の皆さんに検討いただく

期間として３年間を区切りとしたい」と、これも中央アルプスリゾートの社長

さんが述べた言葉であります。２年間経過してきて、来年度以降、また今後、

施設を改修していくにあたって、やっぱり町民の声というのが大事だというふ

うに思います。 

産業課では、どのような施設にするのか、町民の意向はどのように把握して

いるのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 昨年、数回重ねてまいりました観光協会のあり方検討会

などでは、このたかもり温泉は、町民の福祉、それから健康増進の施設であり

ながらも、座光寺スマートインターに近接していることから、これまでの機能

は維持しつつも、南信州地域の新たな、特に自動車交通などの面からも、新た
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な誘客のハブとなるような施設としていくことが望ましいといったご意見をい

ただいております。 

こういったご意見を参考にさせていただきながら、リニア中央新幹線や三遠

南信道路などの高速交通網の整備を見据えて、町としては、この温泉がこのよ

うな施設、先ほど申し上げたような南信州の新たな玄関口、また、さまざまな

ところへ結節するハブとなるような施設があるべき姿ととらえ、本年度、観光

協会を充実しながら、御大の館で事業を始めさせていただいておるところでご

ざいます。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、関連質問⑤に移ります。 

令和５年度の予算概要では、信州たかもり温泉に求められる施設を計画して

いくよう協議していますというふうに説明がされておりました。 

これについては、どのような組織で協議しているのか、あるいは計画はいつ

頃、どこで認定されるのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ⑤に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 本年度の予算概要で触れさせていただいたところでござ

いますが、こちらにつきましては、先ほどご質問の中で触れていただきました

管理者からの提案、あるいはそことの協議の中で、必要な改修を申請をさせて

いただくということで進めてございます。 

具体的に申し上げますと、観光庁の交付金事業を活用することとして、これ

を南信州圏域全体で一本で申請をしていくと、共同申請をするといったことで、

南信州観光公社、地域ＤＭＯになっておりますけれども、この南信州観光公社

が申請者となって、ほかに飯田市・阿智昼神観光局・松川観光まちづくりセン

ターなどが事務局を務め、その準備を全体で進めているといったところでござ

います。 

目下のところは、まずは６月末といわれておりますその地域計画、南信州と

してこういう計画でやりますよという地域計画の認定を目指しているところで

ございまして、その先でありますけれども、その地域計画が認定されますと、

その地域計画に含まれております個別計画、高森ではこういうことをやる、松

川町では先ほど出ていたようなことをやるといったようなことの個別計画の申

請を国に対して行い、各個別計画ごとに交付決定がされるということで伺って
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ございます。 

最終的には、それらの交付申請が８月下旪から９月にかけて行うものではな

いかというふうに説明を受けているところでございますので、ご承知おきいた

だければと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは（３）に入ります。 

「森の家」についてですが、３月の議会の一般質問で町長にお聞きしたとこ

ろ、町長からは、「現在の利用者が求める機能とは差が生じてきている。建設か

ら相当の年月が経過し、老朽化も進んできているので、このままの状況で経営

を継続していくことは難しい」と、そのように回答されました。 

また、令和５年度の「森の家」の予算、当初一般会計ですが、管理費は 926

万円、使用料収入は 193 万円と大きな赤字計画になっておるわけです。 

町長は、一刻も早く取り崩してですね、更地にすることを決断すべきだとい

うふうに考えますが、いつまでに更地にするのか、決意を伺います。 

○議長（小平一博君） （３）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 「このままの状況で経営を継続していくことは難しい」とい

う考え方には変わりはありません。 

しかし、本年度の予算に向けて、議会の皆さまからは改修のご提言をいただ

いているということであります。これまでお示しした検討等で、改修には相当

の費用がかかるということが示されておりまして、行政側としては、今後も維

持管理をして運営を継続していくと、改修をしてそういうことをやっていくと

いうことは難しいと判断をしておりますが、議会の皆さまも統一したご意見に

まとめていただく必要があるのかなと思っております。 

そこで、この施設について、私たち行政サイドとしては、解体の方向性も考

えて手続きを進めたいと思っております。 

現在、見積もりを取っておりまして、更地にする費用を除いた解体費用が、

概算で 7,000 万円ほどを見込んでおるということです。 

ただ、現在ご利用いただいている特に明治大学の野球部の皆さん、それから

営農支援の皆さんが、積極的にご利用いただいているというところもあります

ので、そういった皆さまと調整をしながら、予算や財源確保、財源というのは
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ほとんどないんですが、解体の場合は。 

そういったものでタイミングを計りながら、最終的には、町としては解体の

方向で議会にお諮りしたいと思っておりますが、それ以前の段階で、議会の方

がどういうふうなお考えかということについては、お聞きをしたいと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足をお願いします。 

いずれにしても、このような状態でいつまでも使用するということは、利用

者にとっても町民にとっても大変不幸なことだと思います。私は、町長の今の

説明された解体の方向で考えているという点を支持をいたします。ぜひ今年度

中に方向を決めて、来年度の解体の予算付ができるようにしていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（壬生照玄君） 補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） いま申したとおりであります。来年度予算付するか、しない

か等については、もう尐し精査をする時間をいただかないと、すぐにお答えが

できるような状況ではないというところでありますが、今、北沢議員はそれを

支持していただけるというお話はありましたけれども、議会の皆さまからは逆

の提案をいただいておるというような状況もありますので、その辺のところに

ついては、議会側と町との意思の疎通をどういうふうに図るのかという全体調

整については、段々にやっていきながら、併せて、町民の皆さまのご意見も聞

く機会等も設けて、最終的な決断をして、予算要求をどこかのタイミングで、

改修予算なのか、もしくは解体の予算なのかというようなところでお諮りをし

ていくことになるのかと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足です。 

改修については、以前出された試算でいっても５億円、それでいま現在は諸

物価が上がっておりますので、人件費も上がっております。とても５億円では

できない。そんなところに手を着けるよりかは、やっぱり改修すべきと、改修

じゃなくて取り崩す、取り壊すべきというふうにお願いしたいと思います。お
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願いしたいというか、そういう決断は正しいと思います。 

関連質問いいですか、①。 

○議長（小平一博君） はい。 

○１０番（北沢幸保君） 「森の家」につぎ込む税金、これを信州たかもり温泉の長

寿命化計画の資金につぎ込むように集約するということが求められていると考

えます。町民の福祉と健康増進になお一層寄与するのではないかというふうに

考えるわけですが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 先ほどお答えしたとおり、解体にも相当の費用がかかるとい

うことが見込まれますので、「森の家」の運営費が、即たかもり温泉の運営費に

充当できるというふうには思ってはいませんけれども、たかもり温泉の改修そ

のものは、いま観光庁の事業、交付金事業など念頭に入れながら考えていると

いうところであります。 

ただ、やっぱり注意しなければいけないのは、たかもり温泉みたいなああい

う事業を、行政負担で今後ずっとやっていくべきなのかどうなのかというよう

なところも考えなければ、それは「森の家」と同じことで、必ずいつか老朽化

をして建て直しをしなきゃいけない、もしくは今回のような大規模改修をしな

きゃいけないという、そういう状態に陥ってくるということがあるので、やは

り何らかの形で民間の事業者の皆さんに引き継いでいくというような方法を、

町としては模索するべきではないかと思っております。 

また、「森の家」がなくなることによって、この地域でリニア新幹線開通後に

一番不足するといわれているのが宿泊施設であります。高森町でやはりいろん

な体験をしていただいたり、観光農業等の充実を図っていくためには、一定の

部屋数の宿泊施設は、私は必要だと思っております。そういったところも含め

て、「森の家」の解体というお話をさせてはいただいてはおるんですけれども、

それに代わるやはり民間事業者の投資等も含めた宿泊施設の提供であったりと

か、そういったものがやはり充実していくということを両側面で考えていきな

がら、「森の家」の解体も考えなければいけないというところもあるかとは思っ

ています。 

ぜひ議員の皆さま方にも、そういったネットワークを駆使していただいて、

民間事業者として引き継いでいただける方であったりとか、そういう投資をし
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ていただける方を紹介していただけるとありがたいなと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

今年度、観光協会を再編して御大の館に事務所を開設したわけであります。 

また、町長の公約では、同施設内に地域内の魅力発信と体験型の旅行を提供

する「ビジターセンター」を設置することを掲げておるわけです。 

観光協会とビジターセンターとの役割や機能の分担について、伺います。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 今年度の観光協会の活動については、既にお伝えをさせてい

ただいているとおりであります。その先に、地域内の魅力をつなぎ、発信する

ことやさまざまな体験を案内する活動につながっていくと考えています。 

その組織をどう呼ぶかということでありますけれども、点を線でつないで面

に変えていくというこの取り組みが、今年、観光協会でスタートし、この活動

を充実させたいと思っていますし、私が考えているビジターセンターは、まさ

に観光協会がやっているそのことと同様でありますので、ビジターセンターと

して新たな組織を設けるというようなことではなくて、観光協会が将来的にビ

ジターセンターになっていくのかとかという、そういうような考えでいるとい

うことであります。 

ただ、一点だけ申し添えておきたいのは、観光協会もいつまでも行政がやっ

ていくものではないと考えております。どこかのタイミングで、やはりそうい

った事業も民間の皆さんが引き継いでやっていっていただけるというような、

その準備を進めていって、その先にビジターセンターがあると思っております

ので、ご理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは③に移ります。 

今年度、ぐるなび社と地域活性化起業人の契約が結ばれました。観光施設で

提供する飲食メニューの善し悪しは、集客の大きな要素となっておるわけです。 

信州たかもり温泉の飲食メニュー、売店での特産品の販売、商品開発などに

おいて、派遣された起業人に、専門的な点検や指導援助・情報発信をお願いす
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るべきではないでしょうか。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 地域おこし起業人をお願いしまして、４月 10 日でありま

したけれども、から２カ月が経過しております。これまでに既に多くの飲食店

や事業所、農家や企業を訪問され、実情の把握を進められているところです。

この中には当然、湯ヶ洞・御大の館も含まれておりまして、実際にも宿泊をし

ていただいたりお話を聞いていただいたりといったことで、ご指摘の面も含め

て、この起業人の皆さま、あるいは「ぐるなび」という企業が持つ豊富な見識、

企業のネットワークの力に期待していきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

既にぐるなび社からの活性化起業人の方が、湯ヶ洞の方も視察されたという

ことですが、その課長も言っておりましたが、起業人は、料理の提供方法だと

か、顧客の集客方法などについて、ノウハウや知見を十分有している方であり

ます。 

信州たかもり温泉を視察して、どのような評価や提案がされたのか、お聞き

します。 

○議長（小平一博君） ③に対する補足質問の答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご指摘の中で例を挙げさせていただきますと、例えば、

尐しサービスの人員が偏っているといいますか、やっぱり人的にマンパワーが

尐し確保ができていないということ。それから、食事についても、やはり今さ

まざまなお客様がみえる中で、一律の宴会料理ですべての方がご利用が必要か

ですとか、そもそもあそこで個別に調理をする必要があるのかどうか、逆にサ

ービスとして町内のほかの飲食店を使っていただくですとか、そういった考え

方もできるんじゃないかというようなアイデアを、お話はいただいております。 

最終的には、起業人の方からそういったものをまとめた形で、あそこの何か

の取り組みができないかということで、支配人とも密に連絡を取り合っていた

だいておるようですので、また経過を報告受けてまいりたいと思っております。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 
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○１０番（北沢幸保君） ④に移ります。 

４月 22 日に、エス・バードに信州大学の「ランドスケープ・プランニング共

同研究講座」というのが開設されました。講座では、自然・風土・環境など地

域の特色を活かしたランドスケープ・プランニングの実務者を養成する講座だ

というふうに説明されております。 

当町もこの講座とぜひ連携を取って、信州たかもり温泉やアグリ交流センタ

ーを含む、座光寺スマートインターチェンジに近いハーモニックロード沿線の

プランニング等を行えば、眺望や自然環境を活かした魅力的で訪れたい地域に

なるのではないかというふうに考えるわけですが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） この講座につきましては、町の方から、現在、山吹下河原の

土地利用計画、下河原計画ですね、それの検討への参画などをお話をさせてい

ただいて、実際、自分たちでフィールドワーク等を始めていくというようなと

ころをお聞きしております。 

上段道沿線についてなんですけれども、まず講座が立ち上がったのが今年で

す。やっと数名の学生が入ってきた、４名だったと思いますけれど、４名の学

生が入ってきて一年目を迎えているというようなところでありますので、一気

にいろんなことをやっていくというのはちょっと難しいのかなあと思っていま

す。 

上段道沿線をというお話をいただいたんですが、ものすごい広いエリア、要

するに南北７キロのエリアのところを、いろんな計画を立てるというようなと

ころで、例えば、整備提案やなんかがされた場合に、ほんとにそれが実行でき

るのかどうなのかというような、そういった課題も残っているということがあ

りますので、いったんはそこら辺を歩いていただいて、学生の皆さんであった

り、先生がどのように考えるかというようなところについては、ご案内を申し

上げたいと思っています。 

さきほどのぐるなびの話もそうなんですが、まだスタートして一月というよ

うなところもありますので、ぐるなびの皆さんは３年間、信州大学の皆さんは

今スタートがしたところで、何とか定員４名、毎年４名をとり続けていくとい

うようなところを一生懸命やっている最中でありますので、短期に結果が出る

ものではなく、長期的な視点に立って、またアドバイス等いただければと思っ
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ておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をします。 

学校が、講座が始まったばかりだということであります。今年度は特に予算

も付けてあるわけではありませんが、例えば、学校関係者だとか学生に入湯券

を配って、下宿しておったり、不便な生活をしておると思います。入湯券を何

枚ずつか配って、湯ヶ洞に気楽に通っていただく中で、湯ヶ洞あたりをどうい

うふうに考えたらいいのかという構想を思い浮かべていただければ、学生や学

校の方も身近に感じていただいて、この景色をどういうふうに活かそうかだと

か、そういう発想が出てくるんじゃないかというふうに考えます。 

ぜひ入湯券ぐらい、そんなにお金はかかりませんので、学生４人、わずか４

人で、先生だってそんなにいるわけじゃありませんので、ぜひそんなことも考

えたらどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足質問の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 若い皆さんとつながりをつくっていって、その皆さんから提

案をいただくきっかけとして入湯券というお話をいただきましたので、それら

については、早速お話をさせていただいて、準備をさせてお渡しをさせていた

だきたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ありがとうございます。 

やっぱりたかもり温泉を持続可能な施設にしていくためには、いろいろな人

の知識、専門的なアドバイスを受けて進めていくことが大事というふうに考え

ます。 

コロナ前に比べて、宿泊客等は 70％、宴会は５％ほどに落ち込んでいるとい

うふうにお聞きしました。こんな中でありますが、中アリゾートとの指定管理

の契約が切れるまであと９カ月というふうに迫っております。 

町民はどのような施設を望んでいるのか、老朽化の激しい部分や顧客ニーズ

に合わない部分をどのように改修していくのか、次の管理運営をどうするのか、

どのようなサービスを提供して利用客の増加を図っていくのかなど、課題は山
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積しておるわけです。 

持続可能な信州たかもり温泉とするために、町、議会、町民が情報を共有し

て進めていただくことを訴えまして、一般質問を終わります。 

 

◇ 通告５番 齋藤 天（２番） ◇ 

○議長（小平一博君） ２番、齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） 議席番号２番、齋藤 天です。 

通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

前回の３月定例会では、不登校の現状と解決のための施策についての詳細を

伺いました。そのことについて、多方面の町民の皆さまより応援をいただいて

おります。町民の皆さまとともに高森町の教育、そして不登校対策についての

今後の動向を見守る意味でも、一般質問をさせていただきます。 

前回の一般質問より３カ月経ち、新年度も始まりました。まずは、今日まで

行ってきた不登校対策についての進捗状況をお聞きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 今年度より、町では「自分らしい学び応援事業」を立ち上

げました。今年３月の定例会でも説明いたしましたが、この事業は３本の柱で

構成されています。 

１つ目の「支援体制の見直し」については、一人ひとりに適した学び方を見

極めるために、長野県教育委員会の「学びの改革パイオニア校」構築事業を活

用し、配属となった支援指導主事が中心となり、学校や家庭、子ども家庭総合

支援室、そして、町内の支援ボランティアの皆さまとの連携をスタートしてい

ます。 

また、不登校を専門とする大学教授とも既に連絡を取っておりまして、今年

は年４回、直接指導及びテレビ会議システムを活用して、学校の授業の様子を

見ていただいたり、児童生徒や教職員との面談をしていただいたりし、そうい

った計画を進めています。 

これらの取り組みにより、子どもたちや家庭が抱える多様な背景を把握し、

それに対応していく教職員を支援していきます。 

また、２つ目の「居場所づくり」ですが、今年度より町の福祉センター１階

にある町中間教室のスペースを広くしました。一方、中学校中間教室には、町
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費職員を常駐させています。 

町中間教室では、近頃、町内の支援ボランティアの支援を得て、調理実習を

実施しました。カレーパーティーと銘打ち、不登校児童生徒とその保護者が参

加し、下ごしらえ・調理・会食を、支援ボランティアや町職員と協働して行い

ました。 

今後は、子どもたちの気持ちに寄り添い、アイデアを引き出しながら、自分

の居場所を考えられるよう促していきたいと考えています。 

最後の「学ぶ力の育成」ですが、何より学級づくりや授業改善は、学校の中

核となります。去る５月 29 日には、町内３校の教頭やＩＣＴ担当教員による「Ｉ

ＣＴ活用ワーキンググループ」を発足させ、子どもたちの学力や思考力を高め

るためのＩＣＴ活用について協議し、授業実践の方向性を確認したところです。 

中学２年生では、「しごと☆未来フェア」から「職場体験活動」へとつながり

をもたせるとともに、中学生が自分から地域活動に参加する「地域応援活動」

を奨励するなど、子どもたちの主体的な取り組みを引き出そうとしています。 

一方、８月には、子どもたちの満足度や意欲、学級集団の状況を測るＱ-Ｕテ

ストを活用した学級づくりの研修を実施する予定です。 

まだ、不登校の児童生徒の実態を十分把握できたとは言えませんけれども、

これらの取り組みを継続しつつ、児童生徒に寄り添いながら課題を把握し、一

人ひとりに合った学びの方向性を探っていきたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） お話をお伺いしまして、コロナでたくさんの人たちが離れば

なれになったとかですね、地域の活動がなくなって寂しいというお話をお聞き

しております。 

また、人材不足が叫ばれる中で、教育にも人材をどう割くんだという問題が

ございますが、今のお話をお伺いしますと、子どもたちを中心に、ボランティ

ア、そして地域の皆さまが、保護者の方、本気で関わってくださる。そのよう

な中で子どもたちがたくさん愛情、郷土愛、そういうものが育まれていくすば

らしい活動なのではないかなと感じました。 

次の質問をさせていただきたいと思います。 

今後の取り組みの予定、またそのねらいなどがございましたら、ご説明をお

願いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 
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高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 今後についてですが、大きく４つの方向を考えております。 

１つ目は、学校における新たな支援の方向性を探る取り組みです。 

７月には、専門家を招いて、学級、学校における現在の不登校児童生徒への

支援の現状を見ていただきます。そして、すべての児童生徒にとって、学級、

学校が安心して過ごせる場所となるようにするための研修を夏休み中に行い、

２学期からの支援に反映させていく予定です。 

２つ目は、関係団体の横の連携です。 

当町の児童生徒も利用しているフリースクール、社会福祉協議会、町内ボラ

ンティア団体などとの情報交換を行い、お互いの取り組みを知ることで、それ

ぞれの長所を生かすような関係を構築します。 

また、子どもたちや保護者向けに情報提供を行い、その子にふさわしい居場

所を見つける契機にしていきたいと考えています。 

３つ目は、ＩＣＴを活用した取り組みの推進です。 

登校することを第一と考えますけれども、子どもたちやご家庭の背景は多様

です。学習意欲があるにもかかわらず、家から出られない児童生徒に対して、

Ｗｅｂを介した学習保障とともに、人と人とのつながりの構築を促すことが目

的です。メタバースを活用した授業や体験学習についても研究をしています。 

また、日常的な取り組みとして、子どもたちの心身の状況について、タブレ

ットから入力して収集、把握する「ぼく・わたしの健康日記」をスタートしま

す。これは、対面では伝えることができない小さなＳＯＳを早期に発見するこ

とを目的としています。 

最後に４つ目は、さらなる地域との連携です。 

児童生徒と地域住民が活動を一緒に行うことで、地域を学び、郷土愛を育み、

自分が住む町に誇りを持つ地域人材教育を推進します。活動を通じて異年齢の

方々とふれあい、また感謝されるなどの体験は、子どもたちの自己肯定感や社

会性を育むことにつながると考えています。 

今後も、高森町の子どもたちの主体的な学びを引き出し、生涯において学ぶ

ことの楽しさを感じてもらえるように努めていきたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） 昨今、デジタル化デジタル化が進んでおりますが、デジタル・

アナログ両面で子どもたちを中心に、大人も一緒になって地域愛が育まれる、
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そんなことができたらいいなというふうに感じました。 

先日の小学生の総合学習の発表で、縄文から続くこの伊那谷の歴史、文明、

そして東山道が東北の多賀城まで続いていたなんていうことを、改めて教えて

もらいました。そのとき会場にいた方たちとお話をさせていただきましたら、

とても感動したというお話がありました。 

また、子どもたちはそのことで、先祖や郷土に対して深い見識を持ったんで

はないかなと思います。 

子どもたちは私たちの宝だと思います。キラキラ輝くすばらしい未来を得ら

れる、そんな教育を実現できるように要望いたしまして、一般質問を終わりま

す。 

○議長（小平一博君） ここで暫時休憩に入ります。 

再開は午後１時、午後１時でございます。 

 

休 憩  午前１１時４６分 

再 開  午後 １時００分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告６番 三浦 喜久夫（７番） ◇ 

○議長（小平一博君） ７番、三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ７番、三浦喜久夫でございます。 

通告に従い、一般質問を行います。 

機能別消防団導入を機に、変わる消防団に期待し、なり手不足を解消できる

のか、といった点で質問をしていきます。 

今年４月から機能別消防団が導入され、消防団の機動力が強化されました。

機能別消防団は、消防団のなり手不足の解消につながるのか、また、定員確保

のための定年延長とならないようにと、そんなふうに思っております。 

（１）番でございます。 

消防力強化となったことは、住民として安心を感じます。機能別消防団員と

基本の団員の異なる点をお聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 
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○総務課長（本島 憲君） 地域住民を火災や災害から守るため、知識や技能等を活

かして、基本団員と協力・連携して特定の活動にあたっていただく方が機能別

消防団員です。高森町の機能別団員は、原則として、火災時における消火活動

及び支援を行うものです。原則として、訓練などには参加いたしません。 

機能別消防団は、町の消防力維持のために、消防団を退団された方にお願い

していることもあり、単なる定年延長とならないよう、極力負担を軽減して活

動に参加していただいております。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ＯＢで組織する機能別団員なので、一通りの訓練はされて

きておるかと思います。余計な心配かもしれませんけれども、ある程度練習し

ていないと、一年ごと腕が鈍るということはよくあることだと思います。 

設置要綱に、町長が認める範囲内において、団長は機能別団員に対して、必

要とする訓練等を行うことができるというふうに謳われております。年に一度

くらいは、団長指示の下、機械や機材に触れるくらいの訓練は必要と思うので、

要望をしておきます。 

①番の関連質問に移ります。 

消防団は、有事の際、第一線で活動をすることが強いられます。団長をトッ

プに、縦の組織、指揮系統が確立していないと、団員の安全確保は難しい、不

安を感じるところがあります。分団長、班長が指揮する中で、年上の機能別団

員が指示を受ける、または現役がＯＢに対して指示しにくいということはない

のかということを感じております。 

基本団員とＯＢで組織する機能別消防団員との間に、軋轢というか、お互い

がやりづらいといった声はありませんか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 先ほど申し上げたとおり、特定の活動と限定はしていま

すが、消防団の組織の中では、機能別消防団は分団に所属し、分団長の指揮の

下で活動をいたします。 

機能別消防団もすべて消防団経験者ですので、消防団組織に所属して活動を

経験してきた方ばかりですので、個人個人では先輩後輩という関係もあろうか

と思いますけれども、活動においては規律に従って行動いただくということを

ご理解いただいております。 
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○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） 基本の団員の思いと機能別団員の思い、両者が町民のため

に、そしてお互い理解し合いながら、けがのないように願いたいと思います。 

特にこれから毎年新入団者を迎えるわけですけれども、そういった新入団者

と現役を退団した機能別団員のＯＢとの関係、面識もなく、いきなり現場で行

き会うことになるわけですけれども、消防団の精神で、けがのないようにつな

がってくれることを期待して、安全に消防活動ができるように見守っていきた

いと、そんなふうに思います。 

②番の関連質問に移ります。 

基本団員と機能別団員のコミュニケーションづくりというのが必要であると

思います。両者の合同の中継訓練で相互のつながりができればと思うんですけ

れども、例えば、ちょっとお節介な提案ですけれども、全期間、有事の際の出

動期間は除いてですけれども、町の最大限の期間を使って中継訓練を行う。天

竜川から中継してどこまで水が揚げられるのか、これをこういった一つのイベ

ントにして、基本団員と機能別団員合同で中継訓練を行う。中継訓練が両者の

コミュニケーションづくりに役立てばというふうに考えてみたんですけれども、

加えて、これを町民、特に若い世代の人たちに見てもらうことで、消防団の活

動を知ってもらうことにもつながらないかなというふうに考えてみましたが、

いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 基本団員と機能別消防団員も同じ消防団員ですので、活

動においては連携を必要とします。ですので、コミュニケーションというもの

は大切だと思いますけれども、訓練以外の団員同士の交流などにつきましては、

必要性を踏まえて分団ごとでご検討いただければと考えています。 

先ほど申し上げたとおり、機能別消防団員は原則訓練には参加しないと、先

ほど申し上げましたけれども、４月以降に各分団で機能別消防団員との連携を

目的とした中継訓練を計画されておりまして、機能別消防団は任意で参加をし

ております。そういった場面で火災活動現場での連携というものも図っていた

だけるものと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） 分団単位でそういった地域訓練も計画されているようです
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ので、そういった中でコミュニケーションを取れるといいなというふうに私も

感じています。 

③番の関連質問に移ります。 

100 人という尐ない基本の団員の中で、救護であるとか誘導など、そういっ

た役職の兼務を辞めたらどうかというような提案です。 

基本団員の負担をさらに減らすために、そういった救護・誘導を機能別消防

団にしてみてはどうかということで、火災時の誘導については、地区ごとに消

防経験者で地域をよく知る方に、そういった方、またシニアも含めてですけれ

ども、協力員としてお願いするという案が一つございます。 

また、救護については、機能別消防団員制度を女性消防に導入して、女性消

防団の増員をしてみてはどうかという提案でございます。 

地域に募集をかけて、現在の女性消防を拡充する。子育て世代にも家庭内で

役に立つ応急手当であるとか、また普通救命講習、そういったものを受けてい

ただいて、女性を中心とした救護班を組織するというものでございます。 

応急手当と火災予防の普及啓発を担当していただく。それに加えて、自然災

害などの避難所運営にも女性の視点で声が届くように、女性の活動の場を広げ

る、そういった女性の機能別消防団員を創設するのはどうでしょうか、お聞き

したいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 高森町の機能別消防団につきましては、原則として、火

災時における消火活動及び支援と、先ほど申し上げたとおりでございます。 

全国を見ますと、女性消防分団ですとか、大規模災害のみ活動する団員、ド

ローンやバイク隊などがありまして、各団の事情に合わせたさまざまな活動が

ございます。 

ただいまご提案いただいたような活動も考えられますけれども、高森町の機

能別消防団制度は本年度始まったばかりですので、まずは、現在の体制で取り

組み、課題などがあれば、機能を拡大していきたいと思います。その上で、こ

れからの消防団の状況を踏まえ、さらに特化すべき分野が必要となれば、新た

に検討していくことになろうかと思います。 

また、ご提案いただいた火災時の誘導を地区ごとということにつきましては、

誘導については、確実な指揮系統の下に行われる必要があることから、地域へ
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お願いするということは難しいと考えております。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） なかなか難しい提案かと思いますけれども、時代、流れに

沿って、また機能別消防団制度も考えていただきたいと思います。 

（２）番の質問に移ります。 

機能別消防団導入で消防団員の増員はできたと思いますけれども、基本団員

の定数を確保したいというところが実情、本音だと思います。 

新規消防団員の勧誘ＰＲの状況はどうなっているか、お聞かせ願いたいと思

います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） はじめに、私どもが考えます団員の減尐理由を説明した

いと思いますが、まず、消防など地域貢献に関する多様な考え方があること、

人口減尐による該当年齢の方々の減尐などが挙げられるんですが、消防に対し

てマイナスのイメージを持たれる方が多い、こういったことも団員減尐の要因

の一つと考えております。 

その上で、単年度の人員確保につきましては、これまでの勧誘方法だけでな

くて、現役の団員から消防団に入っていない知り合い、こういった方々に、団

活動の内容ややりがいなどを生の声で伝える、こういったことも考えています。 

一方で、長期的な視点では、消防団に関わりや関心のない人、こういった方々

に消防団のことを正しくご理解いただくこと、これがとても重要と考えており

ます。 

そのために、消防団では、さまざまなチャンネルを通じてＰＲを行っていま

す。いくつか例示しますと、年４回、ケーブルテレビでの広報番組「消防 24

時」、この放送をはじめ、町公式の YouTube にもＰＲ動画を投稿しています。 

また、今年度から新たな取り組みとして、ＳＮＳの中で特に 20・30 代の利用

率が高い Twitter を用いた活動の様子の発信のほか、毎月、消防団の活動を紹

介する広報紙を作成し、隣組地域回覧をしています。 

また、次世代を担う子どもたちに消防団を知り、身近に感じてもらえるよう

取り組んでいます。先日は、北小学校のプール清掃へ消防団員が参加、新しく

できたあかり保育園では、消防車乗車体験会などを実施しました。コロナ禍で

この数年実施はできていませんが、中学校の避難訓練に消防団が参加した際に
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は、活動の説明も行っています。 

このようなＰＲ活動により、該当年齢の方はもちろん、すべての町民が消防

団を正しく理解し、今の消防団は昔とは違うということを知っていただくこと

で、消防団に関心を持ち、入団を考える皆さまが増えるよう努めております。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） 消防団勧誘のためにさまざまな企画も考えておられるとい

うことで、「消防 24 時」これが優秀賞を取ったというＰＲビデオ、それも観さ

せていただきました。また、ＰＲ紙も広報紙も拝見させていただきました。 

また、北小のプールの清掃に消防団が出て、ホースで多分かっこよくだと思

いますけれども、きれいに洗い流して、そういった記事も新聞で読ませていた

だきました。 

そういったところもＰＲしているということで、①の関連質問に移りたいと

思います。 

今は昔と違うというところを見せるということでございます。消防団活動を

楽しんで活動してもらうことも必要であるということで、異業種交流であると

か、同世代のつながり、また家族同士の交流の場としても、消防団をうまく利

用して使ってもらってということ、そういったことを前面に出して伝えるとい

うことも良いと思っております。 

消防団は、町を守る使命とか、訓練が厳しいなど、そういった堅いイメージ、

そういったものがあるかと思います。ほんとに今と昔は違うんだというところ

を見せる、そういったところも大事だと思います。楽しみながら活動できる、

そういった環境を、町も私たち町民も皆でつくってやれたら、消防団のイメー

ジを尐しは変えられないのかなというふうに思っております。例えば、またお

節介なことを言いますけれども、積載車の操縦訓練ということは私も経験して

おりまして、家族サービスを兼ねて、バーベキューコンロでも担いで遠方へ出

かけていく、そういった消防団の活動を、家族同士の交流の場としても使える

ように、あまり難しい決まりを作らずに、「こんなのをやってみたらどう」とい

うような感じで、これからの消防団、尐しは遊び心もあるというところをＰＲ

に加えて、町民の皆さんに伝えてみるのも良いかと、そんなように思いますけ

れども、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島総務課長。 
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○総務課長（本島 憲君） 消防団活動は、20 代から 30 代の同じ年代の皆さまがつ

ながり交流する場ということで、火事以外にそういった場の役割を持っている

ことは重要だと思います。 

家族との交流というお話をいただきましたが、高森町消防団も過去には、団

員の家族と一緒に交流会を行っている班もございました。今はないかと思いま

す。 

今のご提案のように、家族とつながりも重要というふうに考えますが、その

ようなつながりを改めて消防団の方でも考えていただければと思っております。

町とすれば、そのような活動を、先ほどのＰＲのように、町から町民の皆さま

に、団の取り組みとして積極的にＰＲしていきたいというふうに考えます。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ②番の関連質問に移ります。 

団員として活動するには、それこそ家族交流も増えて、家族の理解と協力が

必要です。現在、家族に対して活気アップ商品券が配られておりますけれども、

それに加えて、子どもさんを持つご家庭には、１人につき 5,000 円の商品券を

追加して配ると、消防団員になることで、子どもを持つ家族にはプラスのメリ

ットが感じられるというような、そういった優遇措置は考えられないかという

ことでありますが、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 消防団に加入すること、また団員が活動に参加すること、

これには家族の理解や協力、これが不可欠なのは我々も同感でございます。 

現在行っている家族への活気アップ商品券、これは団員１人当たり現在

5,000 円でございますけれども、この拡充のご提案を、いま三浦議員からいた

だきましたけれども、家族の理解をさらに促進する方法の一つとして参考にさ

せていただきたいと思います。 

団としてもさまざまな方法を考えていってもらいたいと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） お金のことばっかじゃないと思いますけれども、そういっ

たお金も、活気アップ商品券なども入ってくるということが、また消防団をや

っていてプラスのメリットになるということも、消防団の皆さんにそういった
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ことができればというふうに思っておりますので、また検討してもらいたいと

思います。 

（３）番の質問に移ります。 

昨年、ちょっと団長から聞き取り調査の様子をちょっとお伺いしたことがあ

るんですけれども、消防団に入団したくない理由の一つに、操法大会のための

訓練が課題となっているということを聞きました。大会を競うために、仕事を

終えた体を休める間もなく練習をしなくてはならない、やらされ感ということ

が理解できない団員もいるということです。操法練習期間中は、ほんとに家族

サービスもできない、そういった話が伝えられて入団を断るケースもあるとの

ことです。 

コロナ禍で操法大会が中止になりまして、それぞれ代替訓練を行って、大会

のための訓練ではなくて、実際の有事に向けての訓練で負担も軽減されたとい

うところも聞きました。 

コロナ禍で中止となった消防団操法大会、今後復活するのかどうかというと

ころをお聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） （３）に対する答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） はじめに、操法大会実施の有無にかかわらず、操法訓練

そのものについては、ポンプの操作、ホース、筒先の扱いなど、消防に必要な

基本的な動作を身に付けられる機会でもあります。 

今、議員から紹介いただきましたが、本年度もそういった訓練を実施してお

ります。すべての団員が操法を学ぶ実践的な訓練は、今後も継続して行ってい

く必要があります。全国を見ますと、消防技術を身に付けるために、これまで

と異なる独自の操法を実践しているところもございますので、そういったとこ

ろも参考にしていきたいと思っています。 

さて、ご質問の操法大会の今後につきましては、消防団が団員の意見も聞き

ながら検討していただきたいと考えております。町は、そこで決まったその方

針を尊重してまいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） 団員の意見も聞きながら、今後どうするかまた考えるとい

うことでございますので、現役の団員の皆さん方の考え方でいいかと思います

けれども、操法大会とかやらなくなった場合、すいません、補足質問でお願い
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します。 

○議長（小平一博君） はい、補足質問。 

○７番（三浦喜久夫君） 補足質問で、操法大会をしなくて、やらなくなった場合、

飯伊の消防協会であるとか、単位団はまだ続けているとなると、そういった場

合、連携というものはどうなるのか、そこら辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） （３）に対する補足質問の答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 確認させていただきます。 

○議長（小平一博君） 反問権ですか。 

○総務課長（本島 憲君） はい。 

○議長（小平一博君） 反問権を許可いたします。 

事務局、時間を止めてください。 

それでは、本島総務課長、反問権を行使してください。 

○総務課長（本島 憲君） ただいまのご質問で、ブロックとの連携というご質問で

すが、高森町消防団が所属する飯伊のブロックとの関係性という意味のご質問

でしょうか。 

○議長（小平一博君） 三浦議員、ただいまの質問にお答えください。 

○７番（三浦喜久夫君） ほかの単位団ではそういった操法大会もしながらで、協会

の大会も多分出ていくんだろうなといったときに、高森の消防団、そういった

操法大会は出ないよといった場合の他の団、また協会との関連というか、そう

いったことについてはどうなるのかということでございます。 

○議長（小平一博君） よろしいでしょうか。 

○総務課長（本島 憲君） はい。 

○議長（小平一博君） これで反問権は終了いたします。 

それでは事務局、時間を解除してください。 

本島課長、一般質問の答弁を再開してください。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 実際に操法大会をやめたというわけではありませんので、

あくまで想定になろうかと思いますけれども、飯伊の消防協会への参画につき

ましては、操法大会の有無にかかわらず、高森町消防団として参画しておりま

すので、そのつながり感は残るかと思います。 

また、高森町が仮に出場しなかったとしても、飯伊大会として開催されるも
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のには、高森町消防団として正副団長あるいは幹部が参画して実施していくも

のと思われます。 

いずれにせよ、その方向が確定し、具体的な方向を確認したわけではござい

ませんので、あくまで推測にはなりますけれども、そのような方向が想定され

ます。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ①番の関連質問に移ります。 

先ほど課長の答弁にもありましたように、操法は必要であると、私もそうい

った消防経験から操法の訓練は必須であるというふうに思っております。 

全国消防操法に準じた「安全に敏速に」といった訓練は、定期的に行う必要

はあると思います。私は、順位を競う操法、そういったものから見せる操法に

変えてみたらどうかという提案なんですけれども、訓練、操法の訓練をするわ

けですけれども、その成果をイベントみたいな形にして、例えば、まるごと収

穫祭などで一斉カラー放水みたいなことを行いまして、町民に消防団の操法と

いうものをアピールするのはどうかというものでございます。 

訓練の成果を町民にイベントとして見てもらいながら、見せる操法をするこ

とで、町民に消防団の理解を深めてもらえたらどうかという提案でございます

けれども、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 昔と異なりまして、常備消防が充実している現在におい

て、消防団は火災の消火にあたるというよりは、地域の防災力を高めるといっ

た目的の方が重要視されてきています。確かに、消火のための操法技術は必要

ですが、それ以上に身に付けなければいけない知識や技術が増えてきています。

消防訓練の成果を広く町民に伝えることが、操法技術になってしまうと、多く

の皆さまに誤解を招く可能性があると思います。 

地域防災を預かる行政としては、このような現状を踏まえまして、消防団と

連携し、現在の消防団員が地域防災の中で何を習得し、どのような役割を果た

していくのか、消防団の皆さまや消防委員の皆さま、関係機関と協議をしまし

て、いま議員の方からも、成果を町民の皆さまに見てもらうというような提案

もいただきましたけれども、そういった消防団の取り組みの成果をきちっと町

民の皆さまにお伝えする場、こういった場を設けることができるように調整し
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ていく必要があると考えております。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） 私も、どうせ練習するんなら見てもらって、そのためにか

っこよく見せるではないですけれども、そういった見せ、見てもらう場もあっ

て、練習にも身が、それでまた元に戻っては、ちょっとそれも心配なんですけ

れども、そういった操法でいろいろ身に付けていってもらうという形の操法の

訓練も必要ではないかというふうに思っております。 

コロナ禍の３年間で、消防団の活動もいろいろ変わってきておるというふう

に思います。思い切って消防団の活動のイメージを変えていくことも必要であ

ると思います。なり手不足の解消にはつながらないとしても、従来の消防団で

は、なり手不足はますます加速していくばかりと感じております。私としては、

32 歳の若者がそこに集っていることだけで、町民の安心につながる消防団であ

ると思います。 

以上で、私の一般質問を終わりにします。 

 

◇ 通告７番 小沢 恵子（３番） ◇ 

○議長（小平一博君） ３番、小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） 議席番号３番、小沢恵子です。 

通告に従い、質問させていただきます。 

それでは、当町の熱中症対策の推進について、お伺いいたします。 

近年、地球温暖化の影響から、５月にも真夏日を記録する日や、雤の日の屋

内において熱中症を発症し、救急搬送を要する事例も耳にするようになりまし

た。 

熱中症の発生には、温度だけではなく、湿度管理も重要であり、湿度が 80％

近くまで上昇していると、気温が 26 度くらいであっても熱中症の危険度は警戒

レベルになっています。 

熱中症の予防のためには、保育園、小中学校、福祉施設、そして各家庭等に

おいて適切な判断が求められ、その適切な判断をするためには、正しい知識と

柔軟な対応が必要になると考えます。 

では、（１）の質問にまいります。 

先月、町では、熱中症予防についての情報をホームページに発信されました。

熱中症から地域住民の命を守るための取り組みとして、そうした呼びかけに合
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わせて、現在、全戸配布している防災ハザードマップのように、各家庭におい

て目で見て確認ができる熱中症対応マニュアル等を作成し、暑さ指数（ＷＢＧ

Ｔ）に対する認知度の向上と、行動につながる情報発信が必要と考えます。 

町の見解をお聞かせください。 

○議長（小平一博君） （１）の答弁を求めます。 

福島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福島直美君） 熱中症への注意喚起は、有線放送や、ご紹介いただ

きました町のホームページ、また同報無線などを活用して全町へ周知を行って

います。 

今年度も５月から熱中症の危険度が高いと判断される日には、有線放送で水

分補給、体調管理、温度調節等注意喚起を繰り返し行っているところです。 

また、リスクの高い乳幼児や高齢者などへは、乳幼児健診、また定期的な高

齢者訪問、各種健診時などで、保健師また地域包括支援センターの職員などが

直接対面で熱中症の危険性を知らせるなど、きめ細やかな対応を行っていると

ころでございます。 

現状では、国からも熱中症の被害を抑えるために「熱中症対策実行計画」が

示され、また国・県・市町村における広報はもちろん、予防対策の周知の徹底

はもちろんのこと、テレビやラジオなどでも熱中症への注意喚起が行われてお

り、「熱中症に注意しなければ」という意識は多くの皆さまが持たれていると思

います。 

熱中症警戒アラートや暑さ指数の情報を含め、熱中症への注意喚起や理解を

深める広報を、今後も繰り返し行っていくことはもちろんのことですが、やは

り一人ひとりが自分事として意識し、自分の体調の変化に気をつけて行動して

いただくこと、そして地域の中でも、高齢者、また子どもさん、持病のある方

などに気を配り、お互いに呼びかけ合いながら、熱中症にならないようにして

いく、そういったことが大切だと考えます。今後も今までの活動を継続しなが

ら、町民の健康を暑さから守る取り組みの充実に努めてまいります。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） では、①の関連質問に移ります。 

熱中症の予防には、水分をこまめに取ることや、室温の管理、直射日光を避

けるなどの対策が有効とされています。ご高齢の方や、在宅介護等の方々の熱

中症予防への意識を深めるためには、介護関係者・町・関係機関が一体となっ
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て働きかけていくことの大切さを感じます。 

前回の一つ前の質問と重複するところもあるかと思いますが、現在の町の取

り組みと見解をお聞かせください。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

福島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福島直美君） 消防庁の令和４年熱中症による救急搬送状況による

と、65 歳以上の高齢者が約 55％、また発生場所は、住居が約 40％となってお

り、議員ご指摘のように、高齢者や住宅での熱中症予防はとても大切なことだ

と認識しております。 

町では、高齢者の皆さまへは、先ほどもご案内させていただきましたように、

保健師による定期的な高齢者訪問、また、地域包括支援センター職員による定

期的な訪問を行っています。 

また、介護保険利用者においては、各事業所における訪問型サービス、訪問

介護や看護、またリハビリ、通所型サービスの利用時には、直接体調や様子を

お聞きし、部屋の様子や生活の状態を常に確認し、必要な声かけや対応をして

いただいております。 

地域で開催されるサロンや集いの機会、またシニア大学、老人クラブなどの

場でも周知や声がけを行うなど、関係機関、地域の皆さまと一緒に熱中症への

理解をより深めていただけるように取り組んでいきます。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） では、②の質問にまいります。 

物価の高騰や電気代の高騰から、節電によるエアコンの利用控えが懸念され

ています。低所得者等に対する適切な支援など、町の見解をお聞かせください。 

○議長（小平一博君） ②に対する答弁を求めます。 

福島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（福島直美君） 室内の温度調整のために、エアコンや扇風機などの

活用は有効的とされています。 

町では、生活保護受給世帯、生活環境に困り感がある家庭、高齢者の独り暮

らしの方など、状況に応じて、担当の係、民生委員の皆さま、保健師、地域包

括支援センターのケアマネによる訪問等、見守り支援を実施、部屋の換気や水

分補給など声がけを行っているところです。 

現状の中では、すべてのご家庭にエアコンがある状況ではございませんが、
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エアコンがなければ、扇風機といったものは各ご家庭にあり、活用をしていた

だいています。 

物価高騰の影響を受けた世帯への支援としては、今年度は新型コロナウイル

ス感染症対策地方創生臨時交付金が、令和５年度住民税非課税世帯へ、世帯当

たり３万円支給となり、また、昨年度には、町からは活気アップ商品券などを

お渡ししているところです。金銭的支援だけではなく、クールスポットといっ

たものを活用したり、先ほどからお話しさせていただいているような熱中症へ

の注意喚起等、必要な支援を進めてまいります。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） では、③の質問にまいります。 

中学生は制服による登下校を行っていますが、制服の下に運動着も着用し、

路面からの反射熱も受けています。もし、路上で体調が悪くなったとしても、

助けを求めるために連絡をする術がなく、初期治療にあたるまでのリスクが高

くなると考えます。 

そこで、子どもの熱中症予防対策として、夏季は必要に応じてジャージによ

る登下校を許可し、個人・保護者の判断に委ねるなど、柔軟な対策が必要と考

えますが、町の見解は。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 現在、登下校は制服着用が原則であります。

今のところもそれを変えるという予定はございません。 

なお、近隣等につきましても、基本、制服の着用が原則となっております。

ただし、猛暑日が続いたり残暑が厳しいときなどは、学校と相談しながら、そ

の対応を考えていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） 柔軟な対応をしていただけるということを伺って安心しまし

た。 

では、④番の質問に移ります。 

教室でのエアコンの使用の判断となる気温等基準はあるのでしょうか。 

また、エアコンからの距離によって、涼しさを感じる場所、寒さを感じる場

所、暑いと感じる場所があり、室温にムラがあると聞きます。サーキュレータ
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ーや扇風機の利用、また体感温度は個人差もあることから、膝掛けの持参等、

学校の対応をお伺いします。 

○議長（小平一博君） ④に対する答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） エアコンの使用についてのルールですが、室

温や暑さ指数によって、各学校でそのルールは決められております。 

なお、膝掛け、扇風機等の利用につきましては、申し出があった場合は、柔

軟にその使用を認めているところです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） では、項目２の質問にまいります。 

室内における熱中症予防のために使用するエアコンの点検や整備は、町民の

健康維持のため、また、ゼロカーボンの観点からも重要と考えます。 

エアコンの整備や点検の推進について、昨年、町の広報誌「あったかもり」

の８月号に掲載されていましたが、毎年、夏季を迎える前に積極的な勧奨が必

要と考えます。町の見解と現在の取り組みをお伺いいたします。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

林環境水道課長。 

○環境水道課長（林 和彦君） ただいま議員のお話もありましたけれども、議員の

お考え同様、町でもゼロカーボンの観点から、エアコンの整備や点検は重要と

考えております。そのため、先ほどお話がございましたけれども、昨年の８月、

広報たかもり内で「ゼロカーボンたかもり」のテーマとして、エアコンのお掃

除や使用方法について掲載し、周知をさせていただきました。今年度も７月の

広報たかもりで掲載をさせていただき、周知をさせていただく予定でおります。 

また、エアコンだけでなく家電については、古くなった家電から省エネ家電

への買い替えも有効なゼロカーボンへの取り組みでありまして、現在、長野県

では「信州省エネ家電購入応援キャンペーン」を実施されております。 

町でもこの取り組みに協力し、５月 27 日からケーブルテレビにてキャンペー

ンの紹介と、今月から町のホームページ及び６月 18 日の隣組回覧のチラシにて

周知をさせていただく予定でおります。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） 関連して、①の質問に入ります。 
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節電への取り組みとして、ピークカット等の方法があります。公共施設での

エアコン稼働において、電気料金を抑えるための工夫など、現在行っている取

り組みがあれば、お聞かせください。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 役場庁舎や福祉センター、中央公民館、町民体育館にお

けるピークカットの取り組みとして、最大デマンドというものの監視を実施し、

電気料金の削減を行っています。 

デマンドと申しますのは、30 分の時間帯の電力の平均値でございまして、最

大デマンドというのは、過去１年間で最も電気を使った時間帯をそのデマンド

というふうになりますが、電気代の基本料金につきましては、この最大デマン

ドというものの影響を受けるため、このデマンドを監視することで、電気が多

く使われている場合には、使用するエアコンを減らしたり、あるいはすべて止

めたりして、デマンドがこれまでの最大デマンドを超えない対策をしています。 

また、役場の電力使用で最も大きなウエイトを占めるのがエアコンでござい

ますけれども、この使用にあたっては、冬場においては、早朝に庁舎を暖める

時のみに使用し、始業開始後はストーブのみとしておる。また併用はしていな

いということです。 

夏場のクーラーの温度設定、庁舎内につきましては 28 度を基本としておりま

す。ただし、パソコンやプリンター、こういったものも発熱する機器として室

内にございますので、室内の熱中症等のリスクにも配慮しながら適切な温度設

定という取り扱いをしております。 

○議長（小平一博君） 小沢恵子君。 

○３番（小沢恵子君） 熱中症予防に関する町の取り組みや意向をお聞きすることが

できました。 

窓口を訪れた方々へのごあいさつとして、先ほど課長も触れていただきまし

たが、「熱中症にお気をつけください」などの声かけを行うことは、直接的な意

識づけと地域コミュニケーションにつながる有効な方法だと思います。そうし

たあいさつなどの声かけから、一人ひとりの意識が地域に広がり、地域の皆さ

んが一体となって健康的な日々を過ごせることを願い、私の一般質問を終わり

ます。 

○議長（小平一博君） ここで暫時休憩に入ります。再開は２時です。 
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休 憩  午後１時４７分 

再 開  午後２時００分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告８番 河合 隆俊（４番） ◇ 

○議長（小平一博君） ４番、河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 議席番号４番、河合隆俊。 

通告に従って、質問をさせていただきます。 

今回は、地域のコミュニティの再構築に向けて、伺ってまいります。 

（１）人口減尐や高齢化、コロナ禍により、自治会等の地域住民の支え合い

による組織の機能が低下し、地域コミュニティを維持することが難しくなって

いるように思います。核家族化が進み、家族の支え合いの機能も低下し、孤独

や孤立の問題、さらには非正規雇用の増加等により、職場での家族的なつなが

りも薄れるなど、私たちを取り巻く社会環境が、コロナ禍の３年で急激に変化

しました。その中で、安全に安心して暮らせる地域を守る自治会等の役割は非

常に大きいと思います。 

そこで、コロナ禍によって制限されてきた自治会等の地域コミュニティの今

後について、どのような認識を持っておられるか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） それでは、答弁をさせていただきます。 

地域コミュニティの活動は、作業、会議、スポーツ、飲食や懇談、こういっ

た人が集まる活動がほとんどですが、コロナ禍には、人が集まる活動を制限の

対象としてしまい、それぞれの地域で縮小や中止をせざるを得ない、そういっ

た状況になりました。 

自治会加入者が減尐している状況で、より地域のまとまりを強めていかなき

ゃいけない、そういう必要がありながら、活動の制限はそれに追い打ちをかけ

るといったような状況になっています。 

地域のコミュニティにコロナが与えた影響はとても大きなものですが、感染

拡大を防ぎ、リスクが高い方などの命を守るためにはやむを得なかったと判断

をしています。 
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重要なことについては、５類になった現在、まずはコロナ禍以前のような状

況に戻すことができるかということです。町内の地域活動を見てみますと、今

年の春の伝統芸能なども、昔と同じようにできたところばかりではありません。

脈々と継続してきた行事なども、３年という長い期間中止を余儀なくされてき

たため、継続が途切れてしまっている地区もあります。もちろん、時代に合わ

せた変化はあって然るべきで、従前ありきの流れから脱却、その必要性を改め

て考えるきっかけとされることはとても良いことだと思いますが、コロナで中

止したから楽だったとか、行事をやめたけど何も問題がないとかいう考えのみ

になってしまうことをとても危惧しているということです。 

活動の制限がなくなったことで、これまでの３年間とは違う課題があるとは

思いますが、町の職員も積極的に地域への関わり合いを強めてまいりますので、

地域の皆さま方には、ぜひ町の職員にご相談をいただき、コロナ後のコミュニ

ティづくりを一緒に推進してまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問①へまいります。 

コロナ禍において不特定多数が集まる機会が制限され、さまざまな行事が中

止や規模を縮小しての開催が余儀なくされてきました。町長は定例会のあいさ

つの中で、「さまざまな行事がなくなっているこの３年間が日常になってしまわ

ないように」と触れております。 

町のスポーツ推進委員では、体育部員会や分館長・主事会でニュースポーツ

の体験会を行い、スポーツから始まる新たな地域コミュニティを構築する取り

組みを行っております。 

そこで、地域コミュニティを維持するための支援の必要性について、町では

どのように考えておられるか、伺います。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） 町とすれば、まずは自治会等が主体的にお考えいただく

ということが基本ととらえています。 

町とすれば、まずは、コロナが影響した地域の課題をお聞きし、一緒になっ

て課題解決策を考えること、こういったことに関わってまいりたいと思います。 

区長会の折にも、事業を再開するにあたっての課題など、ぜひ町にご相談い
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ただきたいとお伝えをしております。 

ご存じのとおり、町は地区担当職員制度というものを設けております。 

また、今年からは、職員の課題解決スキルの向上を目指しまして、寺本英仁

さんによる若手職員の研修を始めております。職員一人ひとりが地域課題の解

決に一緒になって考え、行動していきたいと思っております。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 続いて、②の関連質問へまいります。 

高齢者の人口比率は高止まりをし、中でも 75 歳以上の人口比率が増え続ける

中で、地域コミュニティの担い手を、自治会等に限定することなく、ＮＰＯや

企業など、さまざまな人材や組織が柔軟に連携する中で、安全に安心して暮ら

せる共助のしくみを構築することも必要かと思いますが、お考えを伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 町におきまして、地域の生活環境づくり、課題解決、地域コ

ミュニティの推進、住民の防災・減災などの多分野において、主力とした活動

をいただいているのは自治会になりますけれども、地域のコミュニティの担い

手を自治会に限定しているということはありません。 

まちづくり基本条例では、自治会以外の事業所やＮＰＯ、老人クラブ、消防

団、育成会、ＰＴＡ活動等も含め、課題解決のために自発的または自律的に活

動をする町民主体の活動団体すべてを、まちづくりにおける重要な担い手とい

う形で位置づけております。 

こうした皆さまが、自らまちづくりの重要な担い手であることを自覚し、率

先してコミュニティ組織の活動に参画し協働することで、コミュニティ組織の

発展に寄与するよう努力し、町や議会は、その自主性を尊重しつつ活動を支援

するということとしています。 

議員ご提案のそのような方々の連携の仕組みづくりは、すぐにということは

難しいかもしれませんが、高森町に住み、働き、活動される人、すべてがまち

づくりの担い手となることを改めて自覚いただき、それぞれの役割を担ってい

ただきたいと思っています。 

そうした取り組みの一環として、本日も熱中小学校の授業をここで開催し、

傍聴していただいているというようなところであります。 

こうした活動の中から、例えば、資金が必要だということであれば、町民活
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動の１％の補助事業、こういったものを活用いただきながら、いろんな町民の

皆さん、または地域の皆さんがつながっていくという、そういった取り組みを

町では支援をしてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 補足質問をお願いいたします。 

地域のコミュニティは、災害時における住民の安否確認や避難する際には大

きな力となると考えます。 

そこで、地域住民と消防団のコミュニケーションを図る意味でも、消防団が

町のスポーツ大会などにチームを組んで積極的に参加することで、地域住民の

皆さんとコミュニティを図ることも大切ではないかと考えますが、どのように

お考えか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 先ほど三浦議員の質問にもあったかと思いますけれども、今

はその消防団になかなか入団していただくことが難しいというその原因の一つ

が、操法等の訓練だけではなくて、やはりまちづくりであったりとか、地域の

防災、そういったものに対する意識が尐し尐ない皆さんが多いのかなというよ

うな理解をしております。そういった皆さんに興味を持っていただく、地域づ

くり、まちづくりに興味を持っていただくというような、そういうような活動

を、多角的に町、もしくは議会、議員が、やはり広げていくというようなとこ

ろの先に、例えば、消防団の皆さんが自発的に町のスポーツ大会に参加してみ

ようであったりとか、そういったものにつながっていくと、そういう理解をし

ております。 

例えば、公民館のスポーツ大会に、「じゃあ消防団の皆さん出てください」と

いう、そういうことを町長であったり町が言ってしまうと、それはそれで消防

団の皆さんにいろんなプレッシャーがかかったりとか、そういうこともあるか

と思いますので、なので、日々の活動の中で、やはりそういうつながりをもっ

ていただくのは大切だというようなところを意識づけしていくというようなと

ころを、町としては積極的に取り組んでまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 
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○４番（河合隆俊君） それでは、（２）の質問へまいります。 

デジタル技術を活用した住民同士の情報交換の場を創設したり、持ち回りの

回覧板を電子回覧板などに移行したり、また、地域で活動しているさまざまな

事業主体と地域住民の情報交換の場を開設するなど、柔軟で多様な連携を可能

にする自治会のデジタル化を進める必要があると思います。 

そこで、デジタル技術を活かした地域コミュニティの構築について、どのよ

うにお考えか、また、当町では具体的にどのような取り組みが考えられるか、

伺います。 

○議長（小平一博君） （２）についての答弁を求めます。 

本島総務課長。 

○総務課長（本島 憲君） １人１台スマートフォンを持つことが当たり前となって

いる昨今ですが、今後、地域コミュニティにおきましてもデジタル技術を活用

した地域づくりが進んでいくものと思われます。 

地域のデジタル化で考えられることは、町や地域内の情報をスマホなどでい

つでも得ることができる。お知らせ版や回覧などでＳＮＳを活用する。地域の

会合のオンライン化。区費などのキャッシュレス決済ですとか、自治会独自の

電子マネー等々ですが、将来的にさまざまなことへの活用が考えられると思い

ます。 

一方では、デジタル化は逆に人と人とが対面で接する機会を奪ってしまうと

いう側面も考えられます。隣組回覧がなくなる、地域の会合がなくなる、対面

の機会がなくなることは、地域コミュニティが年々弱まりつつある状態の中、

さらに弱体化を加速させてしまうかもしれません。 

また、高齢者にもスマホが普及してきたとはいえ、デジタル化に対応できな

い人が一定数いるということも忘れてはいけません。 

デジタル化は、すべての地域課題を解決できる万能なものではありませんし、

ある地域で有効だったとしても、ある地域にはそぐわないということもあるか

もしれません。デジタル化はあくまで手段であり、それ自体が目的でないとい

うことを踏まえた上で、目の前の地域課題の解決手段となるかどうかを皆で考

え、活用していく必要があると思います。 

町からは、地域に具体例を提案し、その支援を実行し、地域からの相談にア

ドバイスをしながら、高森町の各地域に合ったデジタル化を推進していきたい

と考えております。 
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○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） それでは、質問Ⅱへまいります。 

物価高騰対策について、お聞きいたします。 

（１）昨年より続く物価高騰に対し、当町では、町民に寄り添ったさまざま

な支援を行っていただいております。今回、物価高騰の影響を特に受ける世帯

への児童一人当たり５万円の子育て世帯生活支援給付金が５月 29 日に支給さ

れました。このほか一世帯当たり３万円の臨時特別給付金が、本定例会の補正

予算に計上され、議決され次第、給付予定となっております。 

今後、この給付金について、町独自での対象者の拡大を考えておられるか、

伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 現在、ご紹介いただいたとおり、物価高騰の影響を受けた生

活者への支援を目的として、今補正予算には、令和５年度住民税非課税世帯へ、

世帯当たり３万円の給付を計上させていただきました。これは、国・県等の制

度を活用しているというものです。対象者約 880 名に通知手続きを進めまして、

７月下旪の支給を予定しているということです。 

また、阿部知事の会見の中では、県として住民税所得割非課税世帯の給付金

が検討されているということですので、具体的な内容が確認でき次第、必要な

手続きを進めてまいります。 

今定例会には、地方創生臨時交付金、残った約 5,000 万円についても、使用

等について計上をしておりませんが、午前中の木下議員からのご質問もあった

とおり、困ったら町に相談すれば、何とかお金が入ってきてそれで生活ができ

るという、そういう状態をつくり上げてしまうことが、必ずしも住民生活にと

って良いことではないと思っています。ですので、町として、給付金をどんど

ん拡大してやっていくということよりは、やはりきちんと対象者を絞ったとこ

ろの目的を果たしていく、もしくは消費行動等を促すような形というところで、

町民全体に対しての対象を考えていくというようなところが選択肢になるのか

なと思っていますが、そこにはやはり事業者の皆さまとのヒアリングであった

りとか、町民の皆さまの中でもやはり生活困窮者の皆さまと、きちんとどうい

った対応が必要なのかというところを詰めた上で、提案する必要があると思い

まして、９月までちょっと送らせていただいておるというところでありますの
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で、その内容等については、随時議会の方に報告してまいりたいと思いますの

で、ご理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 関連質問①へお願いいたします。 

ＬＰガス料金値上げ抑制対策について、当町の対応と、県と今後どのように

連携をとっていくのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 今ご紹介いただきましたＬＰガスの料金値上げ、あるい

はその高価格に対する対応として、県の方では、何らかの措置をするというよ

うな、検討していくというご発言を阿部知事の方ではされているところでござ

います。 

具体的には、ＬＰガスの値上げ分に対してということですが、まだ具体的に

どういった枠組みで、どういった方たちに、どういうふうにお届けをするとい

うようなことまでは詰まっていないということで、今月、また県会の方の開会

に合わせて、知事の査定などが進んでいるというふうにお聞きはしております

けれども、状況がわかり次第、それらも参考にしながら、町としてどのような

ことが必要なのか、また違う点で行うのか、そういった判断を９月に向けてし

てまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 前段の質問の地域のコミュニティを通じてに関しては、コロ

ナ以前のような元気で活気ある当町を取り戻せること、また、物価高騰対策に

ついては、引き続き町民に寄り添った支援がされることをお願いいたしまして、

私の一般質問を終わります。 

 

 

◇ 通告９番 原 敏明（９番） ◇ 

○議長（小平一博君） ９番、原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 議席番号９番、原 敏明です。 

通告に従って、保育事故から学ぶと題して伺ってまいります。 

まず、（１）事故検証での指摘についてです。 
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平成 30 年２月 19 日に起きた町立みつば保育園の園外活動での死亡事故から

５年が経ちました。 

保育所事故検証委員会から「高森町立保育園において発生した死亡事故の検

証等に関する報告書」が令和元年８月に、追加報告書が令和３年７月に出され

ました。事故検証委員会での追加報告書は、追記として「前回の報告書では下

見の重要性と回避策について指摘したものであるが、再調査の過程で感じたの

は、関係者が報告書の意味やその内容を十分理解していないと思われる。改め

て関係者で報告書を検討し直し、事故の再発防止に努めてほしい。」と結んでい

ます。 

追加報告書が出されて１年 10 カ月が経ちました。事故検証委員会報告書の指

摘・提言について、町と保育園はどのように受け止めて改善を進めてきたのか、

伺ってまいります。 

検証に関する報告書では、その目的を第三者である検証委員会が事実関係の

把握を行い、事故に遭った園児やその保護者の視点に立ち、事故が発生するに

至った要因の分析・検証を行い、必要な再発防止策を検討した上で、再発防止

に関する提言を行うものであるとしています。 

その上で、当日の園外保育の状況について、自然保育の専門家にもヒアリン

グを行ったところ、子どもの人数が 30 人を超えた活動は危険であり、非常に難

しいという証言を得ている。46 人の子どもに対して４人の保育士の引率では、

園外活動において不十分であり、無理な計画であったといえると指摘していま

すが、なぜ尐人数で引率することになったのか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） この報告書の中でも指摘されているように、

この園外保育は、極めて難易度が高い活動であるという認識が、当時の職員に

欠けていたからだというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 当時の職員に欠けていたという、補足でお願いします。 

○議長（小平一博君） 補足、どうぞ。 

○９番（原 敏明君） 当時の職員に欠けていたということだけでしょうか。町全体

に欠けていたんじゃないかと思うんですが、その点、いかがでしょうか。 
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○議長（小平一博君） 補足に対する答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 今回の原議員の質問の中で、この事故検証報

告書についてのお話ということで、ご質問を受けているかと思います。 

今のこの私の立場の中では、この報告書にあること、この指摘を大変重く受

け止めて、現在、二度とこのようなことが起きないよう努めております。 

職員全体がそうであったかどうかという指摘については、今の私には答えら

れないというのが正直なところです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 関連質問①に移ります。 

検証に関する報告書は、正規の保育士と非正規の保育士との立ち位置に違い

があったことを、次のように指摘しています。 

普段から当該園では、その日の保育内容についても正規の担任が決め、非正

規の担任は、当日の活動が始まって初めてその日の活動の内容について知るこ

ともあった。遊びの範囲を広げることについても、普段の保育同様、正規の担

任が他の保育士と話し合うこともなく決め、非正規の保育士はただ従うだけで

あった。 

また、保育士間の連携について、高森町では、園長と各年齢の担任１人が正

規、副担任などは非正規。非正規は補助的なものと考えられていた。非正規職

員は職員会議にも出なくてよいとされていた。立場の違いが大きく、非正規職

員が尊重されているとはいえなかった。保育に必要なことがきちんと共有され

ていなかったことも、事故の遠因となっていると考えられると指摘しています

が、こういうことが起ったのは、どんな原因があるというふうにお考えでしょ

うか、お答えください。 

○議長（小平一博君） ①に対する答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 会計年度任用職員は、定められた時間の枠の

中で職務を遂行しています。時間差を設けての勤務や退勤が、子どもたちの降

園終了前という場合もあり、このようなすれ違いの積み重ねが原因となり、情

報共有がきちんとされていなかったということは認めざるを得ないところです。 

立場の違いはありますが、安心、安全な保育環境を保障し、一人ひとりの子
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どもの最善の利益のために保育を行うという保育士の使命は同じであり、すべ

ての保育士が責任のある立場であることは、全職員が認識して職務に挑むべき

だと考えております。 

現在は、年度初めの入園式後に、非正規保育士や給食の調理員、看護師も含

めた全職員による研修を実施しています。その中では、全国保育士会倫理綱領

の読み合わせや、マニュアルにも記載された責任の再確認、保育の方向性の確

認などを行っています。日常的には、パート保育士を含めた職員会も実施し、

職員間の情報共有や保育に対する意識の統一ができるように努めています。 

また、毎日の業務を記した報告書を必ず作成し、休んだり早退した職員も翌

日確認できるようにするなど、日々の細かな実践に努めております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 補足でお願いします。 

職員会についてですが、時間をどのように取ることにして全職員の共通認識

をつくっていくことができる場をつくっているのか、つくる場ができていない

のかをお伺いします。 

○議長（小平一博君） 補足に対する答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 先ほどお答えしましたとおり、どのようにと

いう時間について細かいところまではお答えすることが、今の私は情報があり

ませんが、ここに書いてあるように、日常的にそのような場を取っているとい

うところが現状です。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） では、次に移ります。関連質問②に移ります。 

報告書は、町の保育行政のあり方の中で、事故を引き起こした原因、遠因に

ついて、次のように挙げています。 

一つは、「園外活動における管理マニュアル」の遵守についてです。 

簡易なものであれ、マニュアル自体はきちんと用意されていたにもかかわら

ず、それすら遵守されていなかったことが、事故を引き起こした原因の一つで

あるといえる。 

もう一つは、保育園に関しての責任の所在及び保育の人事についてとして、
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園長としての研修や教育が行われていなかった。園長として育てられることが

なく、サポート体制も尐なく、自らの責任や役割を自覚できないまま職務に就

いている人もいた。 

町内の保育の責任は教育委員会にあるが、教育長は事務職、園長は元中学教

師であり、教育委員会の責任者に保育の専門家がいなかった。保育の特徴を理

解している人が人事権を持っているトップにいたとは言い難い。町の嘱託の保

育専門官の訪問がなくなってから、そういったヒヤリハットの収集が行われな

くなり、安全に関する研修も行われていなかった。そのことも現場の危機意識

を弱め、事故の遠因になっていたと考えられるとしています。 

町は、この指摘を検討し直し、どうとらえたのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 藤田副町長。 

○副町長（藤田柳治君） 職員人事につきましては、昨年の８月から高野教育長とな

りまして、総園長も兼務をいたしております。高野教育長は、幼稚園教諭免許

や保育士資格を保持し、幼稚園の勤務経験もあることから、今も定期的に保育

園を巡回し、気づいた点を専門的な立場から指導をしているところであります。 

また、教育長自らが講師となり、保育士の研修会も実施をしております。 

一方で、文書等の事務管理、施設環境・安全管理等につきましては、各園長

が行っておりますが、山吹園長が保育専門指導員と、こういった立場も担い、

改めて点検・確認をしているところでございます。 

園長の育成という観点からは、今年度はフリーの主任を置きまして、園長を

補佐するとともに、園全体の運営に目を配るとともに、一般の主任たちと連携

を図って保育にあたり、体験を積むようにしているところであります。 

ヒヤリハットにつきましては、職員会や業務報告の中で情報収集をして共有

する仕組みをつくっておりまして、大きなものについては、すぐに総園長に一

報が入る仕組みとなっております。日常的なものにつきましても、職員会議録

によって教育委員会と情報共有できるようにしているところでございます。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） それでは、関連質問③に移ります。 

園長２人、それが副総園長と保育専門指導員になっている今年の体制で、保

育士の人材育成、保育の質の向上、安全、安心の保育に向けた取り組み、各保

育園の保育運営の指導など、保育全般の業務のサポート体制が十分取れるのか。 

事故後の平成 30 年には、吉田保育園の前園長が専任の副総園長に就任しまし
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たが、保育全般の業務のサポートだけでなく、保育士の代替にも時間を割いて

いたようですが、今年度の体制は、指導に十分時間が割けるものなのか、伺い

ます。 

○議長（小平一博君） 高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 本年度は、公立２園の園長がそれぞれ総副園長、保育専門

指導員を兼務しています。総副園長は、主に町立保育園の総合的な運営という

立場から、職員の把握と人事配置や、会議の開催・運営や渉外等にあたり、保

育専門指導員は、主に危機管理・保育行政事務管理等にあたっています。そし

て、保育の方針とか保育士の研修を含めた保育の質の向上については、総園長

があたるというように、業務の分担を決めて行ってきています。 

さらに、クラスをもたないフリーの主任を配置したことで、園長の補佐を行

うとともに、現場の職員をまとめるサポート体制をとっているところです。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 補足でお願いします。 

フリーの主任は、下市田と山吹両方ともおられるんでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） おっしゃったとおりであります。フリー主任は一人ずつそ

れぞれおります。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） それでは、次の質問（２）に移ります。 

○議長（小平一博君） ④じゃないですか。 

○９番（原 敏明君） すいません。④に移ります。 

町立２園、民間２園で、保育の提供者である教育長と保育事業者である総園

長は、兼務でない方が保育職員に対しても対外的にもよいと考えますが、いか

がでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

○副町長（藤田柳治君） 議長、反問権をいいですか。 

○議長（小平一博君） 反問権を許可いたします。 

事務局、時間を止めてください。 

それでは、副町長、反問権を行使してください。 

○副町長（藤田柳治君） 兼務でない方が対外的にもよいという質問ですが、この対



 - 130 -   

外的という意味合いはどういう意味合いでしょうか。 

○議長（小平一博君） 原議員、質問にお答えください。 

○９番（原 敏明君） 反問権はあれじゃなかったですか。 

○議長（小平一博君） お答えください。 

○９番（原 敏明君） 補足だけではなかったですか。 

○議長（小平一博君） お答えください。 

○９番（原 敏明君） 民間の事業者等に対する指導について、保育、調理師という

保育の保育所の責任者と民間の２園の責任者が同格ということで、それに対し

て指導したりする立場という点で、違った方がいいというふうに私は考えたの

で、お伺いします。 

○議長（小平一博君） これでよろしいでしょうか。 

○副町長（藤田柳治君） はい。 

○議長（小平一博君） それでは、事務局、時間を解除してください。 

それでは、副町長、一般質問の答弁をお願いします。 

○副町長（藤田柳治君） 兼務でない方が対外的にもよいと、こういったことにつき

まして、先に答弁をさせていただきます。 

このことにつきましては、園児のための保育機能が保たれているかどうか、

こっちの方が重要ではないかというふうに考えますし、今年度の体制では、総

園長、副総園長、保育専門指導員の役割分担がきちんとされているところであ

ります。 

また、高野教育長は、幼稚園教諭としての経験や保育士資格も有しておりま

すところから、保育内容への関わり、安全、安心に配意しながら保育の質の向

上を図る上で適任者であるというふうに考えているところでございます。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） では、次の質問（２）に移ります。 

再発防止策及び今後への提言について、報告書は、今回の事案では、複数の

要因が重なり起こっている。自然環境を利用した保育活動の場合は、環境整備

に限界があるとして、５つの観点から再発防止策と提言をまとめたとしていま

す。 

そこでは、保育所、幼稚園などの保育においては、日頃から安全を視点に置

いた保育計画を作成し、実行する必要がある。子ども一人ひとりに寄り添う保

育を行わなければならないことは、保育所が遵守すべき法令である「保育所保
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育指針」にもきちんと記載があるが、事故当時、町の保育は、保育所保育指針

を遵守しているとはいえない状況にあったといえると指摘し、かつて高森町に

は、保育に対する助言するアドバイザーの巡回があった。アドバイザーが訪れ

ていた時期には、尐なくとも安全に対する配慮はもちろん、保育の内容そのも

のについても向上させていこうという機運があった。アドバイザー制度がどの

ようにしてなくなったのか、その経緯についてはわからなかったが、仮に予算

や効率といった点から廃止に至ったのであれば、子どもたちの成長、発達に貢

献するものとはならず、「子育てに優しい町」を掲げる町の施策としては、真逆

の方向であったといえる。可能であれば同様の制度を復活させ、事故のあった

みつば保育園のみならず、町の中のすべての保育所において、「保育所指針」を

遵守する保育を行うべく、保育士たちの学びの機会をつくり、保育の振り返り

や改善を行っていくべきであると指摘していますが、事故当時、アドバイザー

が巡回する制度は、どういったいきさつでなくなってしまったのか。また、子

ども一人ひとりに寄り添う保育になるよう、保育全体を変えていくべきである

と提言されていますが、それについてどのように検討されてきたか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） アドバイザー制度がなくなったいきさつにつ

いては、報告書にもありますように、把握が難しいところですが、お願いして

いたアドバイザーの方がご高齢になり、引退を希望され、その後、同様の知識

や経験を有している適任者が当地域にいなかったということが実情と推測され

ます。 

「子ども一人ひとりに寄り添う保育になるよう」という提言については、ま

さにそのとおりだと考えております。 

先ほど、年度当初の全職員研修において、全国保育士会倫理綱領の読み合わ

せをしていると申し上げましたが、この中に「私たちは、（中略）子どもの立場

に立ってそれを代弁します。」という文言がございます。保育士はじめ保育に携

わる者は、この言葉を重く受け止め、子どもを真ん中において保育にあたるべ

きであり、そのことが子ども一人ひとりに寄り添う保育につながると認識をし

ています。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 
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○９番（原 敏明君） 関連質問①に移ります。 

園外保育・野外保育を行う際には、野外活動の専門家との連携や、事前の研

修が必須であるといえる。長野県では「信州やまほいく」が展開され、県内の

豊かな自然環境を存分に活用して、子どもたちの園外保育・野外保育を行うこ

とがある。長野県ならではの非常にすばらしい保育実践を行うチャンスである

が、保育者が何も準備せず、学ばないまま行ったのでは、子どもたちをただ大

きな危険にさらすだけの保育になるともいえる。事前の研修、専門家との連携

を確実に行うべきであると提案しています。 

また、信州型自然保育認定園として、高森町の関連では、認定こども園の鼎

あかり保育園が認定されていましたが、町立保育園はどんな取り組みを考えて

いるんでしょうか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 信州型自然保育認定園とは、長野県の豊かな

自然環境や地域資源を積極的に取り入れた保育を広め、信州で育つすべての子

どもが心身ともに健やかに成長できる環境を整備し、「子育て先進県ながの」を

実現するために、長野県の制度として設立されたもので、５月現在ですが、県

内で 270 の私立・公立の保育園等が認定されています。 

自然特化型及び普及型の２つのタイプがあり、議員ご指摘のとおり、この４

月から当町で開園した高森あかり保育園の姉妹園ともいえる鼎あかり保育園は、

普及型として認定されています。 

週５時間以上の屋外保育を実施することのほか、安全に配慮するなど、いく

つかの条件のもとで認定されることとなっております。 

町立保育園では、現在、この認定に向けての動きはありませんが、日々の保

育の中では、どろんこ遊びや町内の緑あふれる公園での遊び、またお借りして

いる畑での農作業体験など、自然の中での保育活動は既に実践しており、今後、

この制度の認定も検討していきたいと考えております。 

ただし、そのためには、安心、安全な保育環境の整備や保育士の前向きな姿

勢が必要だと考えております。保育士内でしっかり協議を重ねながら、前向き

に検討してまいります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 
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○９番（原 敏明君） 関連質問②に移ります。 

安全な保育のための環境改善についてということで、今回の事故は、墓石の

転倒による死亡事故であるが、墓石以外にも塀や灯篭でも同様の事故が生じて

いる。これを防ぐには、容易に転倒しないように固定する必要がある。尐なく

とも幼児がアクセスできる場所に関しては、幼児に対する教育や、保育士の監

視には限界があるため、次のような環境改善によるアプローチが不可欠である

として、幼児がよじ登ろうとしても転倒しないような固定を義務づける。また

は、そのような場所に立ち入れないようなフェンスを設置する。また、野外環

境のための事前準備チェックリストを活用して、事前に野外保育環境のリスク

を掌握し、適切な改善を講じることが必要であると提言されていますが、どう

検討され、どう取り組みを考えておられるでしょうか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 園外保育のコースですが、園外保育一覧表に

定めた場所を目的地としています。マニュアルにも記載しておりますが、新た

なコースを設定する場合は、保護者会の同意を得た後、教育長の了承を必要と

するというふうに今は定めております。 

また、園外保育一覧表については、園外保育実施箇所や経路を地図・図式化

しており、新年度園外保育開始前に保護者に配布し、情報共有を行っておりま

す。 

併せて、保育士用の園外保育実施経路図も作成し、下見の際には経路や目的

地の注意点、配慮点等のチェック項目を確認し、園外保育計画書とともに教育

委員会へ提出する仕組みとしています。 

保護者には、活動３日前には通知をし、子どもたちが安心、安全な環境下で

活動できるよう危機管理に努めております。 

なお、転倒防止のための固定やフェンスの設置等につきましては、報告書の

方にもありますが、地域ぐるみの安全対策が必要です。保育にあたっては、ま

ずはその付近に近づかないなどの適切な判断を行い、園外保育の計画を策定す

るようにしております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） それでは、（３）に移ります。 
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保育所で利用可能なマニュアルの整備について、報告書では、高森町の保育

園には、昭和 60 年頃に策定された「保育安全管理」と題したマニュアルがあり、

記載されている内容を忠実に実践していれば、今回の事故は未然に防げたかも

しれない。しかし、記載内容を確実に実施するためのマニュアルとしては不十

分で、平成 28 年に国から出された「教育・保育施設等における事故防止及び事

故発生時の対応のためのガイドライン」に沿い、今回の事故の教訓も盛り込ん

だ新マニュアルを早急に策定する必要があるとして、園外活動安全マニュアル

策定にあたって、各保育園で実際に利用可能なマニュアルを作成し、職員で読

み合わせを行い、常にマニュアルを実行可能な状態にしておく必要がある。 

今回は特に園外活動に重点を置いた提案として、全般的な事柄では、保育園

での安全、事故防止を目的とした組織をつくる。関係者間で情報が遅滞なく共

有される仕組みをつくる。事故防止安全マニュアルを定期的に見直す仕組みを

つくるなど６項目。園外活動の事故防止安全マニュアルに取り入れるべきこと

では、保育の運営形態や園児数、構成年齢による違いを考慮した職員配置とす

る。人数把握に留意し、把握できないときは園児を集合させる。活動全体を見

渡すことのできる職員を置き、ほかの役割を兼務しない。活動範囲を変更する

場合は改めて下見をし、安全を確保した上で活動範囲を決める。事故の不測の

事態が発生した場合、そこに関係しない園児全体の安全確保を担当する職員を

置くなど 16 項目が挙げられています。 

そこで伺います。 

ここで挙げられたこの 22 項目は、検討されマニュアルに規定されているか。

また、改定の組織や仕組みはつくられていますか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 現在のマニュアルの中では、この事故報告書

とは表現方法は違いますが、ここで指摘された 22 項目はすべて網羅されており

ます。 

ただし、安全、事故防止を目的とした別の組織は特に設置はしておりません

が、園長会の中で、必ず安全や事故防止について取り上げるようにしておりま

す。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） それでは補足でお願いします。 
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この中にあるように、組織をつくってやることが、その担当責任を明確にす

る活動が遅滞しないとか、飛んでしまわないという点では、すごく大事なこと

だと思いますが、２園ということで、組織をつくる必要性がないのかもしれま

せんが、やはり組織をつくるということは、誰が、それで全体、全職員に対し

てきちっと目が届くようになっているのかというようなことについて検討がで

きるので、やはり組織をつくる必要があると思います。 

それでマニュアルを、もう一つお聞きしますが、マニュアルを改定する組織

というのがほんとに必要だというふうに思うわけですが、園長とかその役員だ

けでなく、パートの任用職員だからとか、そういう方の代表も入れた中で、皆

さんが感じていることをきちっと入れていく必要があるし、改定については、

きちっと組織をつくる必要があるというのが、ここにもありますし、ほかのと

ころのマニュアルなんかでも載っているので、検討をしていただきたいんです

が、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足に対する答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） おそらく今の補足質問は、３つの点をご質問

されたのかなあと思います。 

１つは、事故防止を目的とした組織のお話かと思いますが、私たちがこの経

験の中で大事にしたのは、安全、事故防止を目的とした、この部分を重要視し

ております。今回その組織に関しては、いま現状、定期的に開かれております

園長会の中で、この安全、事故防止をしっかり議論すれば、そこが十分機能と

して果たしているんではないかというところで、その点を重視しております。 

２つ目ですが、職員すべてに目が届く、そのような取り組みという部分でご

ざいますが、それは先ほどの答弁で繰り返し申してきたその日々の実践が、こ

こにつながっているのではないかというふうに考えます。 

マニュアル改定の部分の組織についてですが、このあとヒヤリハットの部分

を取り上げて、そこを取り入れていくという仕組みを、このあとお答えします

が、その中で、先ほどと同様の考え方になりますが、十分機能を果たしている

のではないかというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 次の質問に移ります。 
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事故を起こさないという心構えの醸成が必要ではないでしょうか。報告書は、

職員研修について、子どもたちの命を守るための安全管理について、専門家を

招いての安全管理講習と定期的な園内研修を行う必要性が認められたとして、

保育園保育指針に、事故の発生に備え、施設内の危険箇所の点検や訓練を実施

すると謳われ、マニュアルの作成とともに、実践的な訓練や園内研修を行って、

全職員が緊急時の対応を的確に行えるように促されている。今回のような園外

活動における事故回避のためには、以下のような研修を積むことが奨励される。

①危険予知・予測、②安全対策のための共通理解と体制づくり、③安全に関す

る説明、④万が一の事故が起こった場合の被害の軽減する方法、以上、すべて

についてシミュレーショントレーニングを行うと提言しています。 

また、園児への安全教育についても、子どもの行動を予測することは難しく、

園内外を問わず、毎日、想定外のヒヤリハットが起こっている。保育者は子ど

もの特性を承知した上で、日々の保育の中で危険行為を認識させ、さまざまな

シチュエーションにおいての「おやくそく」を共有すると提言されています。 

事故を起こさない心構えを、研修のマニュアルとして作成することを検討で

きるのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） ご指摘の全職員の緊急時の対応を的確に行うためには、保

育所保育指針、その解説に述べられておりますように、職員間のコミュニケー

ション、情報の共有、事故予防のための実践的な研修の実施等が不可欠と考え

ています。 

そこで、日常的な点検項目を定め、定期的に点検・記録・改善を行い、全職

員で情報共有するようにしています。さまざまなシチュエーションにおいての

「おやくそく」については、身の回りのものに次々に興味を示し、大人が予測

できないような行動をする乳幼児期の子どもに対して、言葉によるお約束だけ

でなく、危険を察知する力を体験的に学ぶことを大切に考えています。 

保育所保育指針解説にも、「重大事故を防ぐためには、危険を取り除く必要が

あるが、過度な子どもの遊びの制約については、一定の配慮を要する。乳幼児

期の子どもが、遊びを通して自ら危険を回避する力を身に付けていくことの重

要性にも留意する必要がある。」と述べられておりまして、自ら危険を回避する

力を身に付けていくことが、子どもにとっては、お約束のマニュアル化と考え
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ております。 

今後もヒヤリハットの把握に努め、職員会における情報共有と未然防止策の

検討を通して、乳幼児期の発達特性を踏まえた養護と教育を一体的に行う保育

を心がけていきたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 補足でお願いします。 

ただいまのお話の中で、ほんとに幼児に危険の教育をするというのはほんと

に大事なんですが、こういう項目を、安全教育と、保育所全体の安全教育とい

うものについてのマニュアルというのは、今できているのでしょうか、お伺い

します。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） お答えします。 

安全教育のマニュアルというのは、つまり年間の計画的に、例えば、交通安

全では交通安全教室を実施する。その都度、それはどんなふうに行うというよ

うなものが作られていますので、そういったものというふうに私どもは考えて

おりますけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） もう一度お願いします。 

その教育を実施しなければならないというような、職員に年に何回はきちっ

とやらなきゃいけないとか、子どもには何かやらなきゃいけないとか、これは

何月頃やりましょうとか、そういうようなことについてのものがありますかと

いうことなんですが。 

○議長（小平一博君） 高野教育長。 

○教育長（高野正延君） ただいまのことにつきましては、保育計画を年度当初に、

前の年度から計画をしているわけですが、両方の園とも保育計画を作ってあり

ます。その中にそれが含まれておりますので、私は網羅できているのではない

かと考えております。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 関連質問①に移ります。 

事故後の対応についても、マニュアルを作成し、研修する必要があるのでは

ないでしょうか。 



 - 138 -   

報告書では、今後は同様の事故が起きないよう、十分な配慮のもとで保育が

行われることを願う。しかし、それでももし事故が起きてしまった場合に備え

て、事故後に町や園がそれぞれどのような対応をするのかも含め、事前に取り

決めをしておくことが求められる。被害者の保護者や家族に対して、その他の

子どもに対して、その他の保育者に対して、さらには、それ以外の一般の人に

対して、どのような対応を行うのか、事前に検討しておくことが求められると

しています。 

町立保育所としてのマニュアル、町と教育委員会のマニュアル、個々の保育

園としてのマニュアルが必要と考えます。 

また、高森町立保育所管理規則では、第 11 条、園長は、職員及び児童に関す

る事故が発生した場合には、直ちにその事故を町長に報告しなければならない

とあるので、マニュアルにも記載が必要と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

清水教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（清水 衆君） 事故後の対応についてのマニュアルですが、

現在あります安全管理マニュアルの中に、事故後のフローチャートをしっかり

載せてございます。 

また、個々の保育園のマニュアルの作成についてですが、現在の安全管理マ

ニュアルが、町、教育委員会、保育士が一丸となって作り上げたものであり、

現在では、その策定が必要ないというふうに判断しております。 

ただし、マニュアルの見直しは毎年行っておりますので、園ごとの環境や条

件の違いを踏まえた独自のマニュアル作成が必要となった場合には、検討して

まいります。 

町長への報告についてですが、議員ご指摘のとおり、総園長たる教育長から

町長へ報告することと管理規則の中で定められており、現在もそれを実施して

おりますので、改めてマニュアルの中に記載する必要はないというふうに判断

をしております。 

なお、マニュアルは、そこに関わる職員の保育における安心、安全の羅針盤

となる大切なものですが、一方で、日々の保育の実践の中で、その中身を活か

していくことこそが本当に身に付くもので、今回説明をさせていただいたこと

も含め、多くの改善に現在取り組んでおります。 

今後も、子どもたちにとって安心、安全な環境があることを大前提として、
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子どもたちの好奇心や主体性を引き出す保育をますます進めてまいります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 補足でお願いします。 

今のマニュアルのところですが、先ほど訓練、教育訓練のところでお話しし

ましたが、シミュレーショントレーニングということで、それを進める必要が

あるということなんですが、シミュレーショントレーニングをしていった場合

に、先ほど言われたフローチャートがあるというお話でしたが、そのフローチ

ャート通りにシミュレーショントレーニングをしてみた場合、ちょっと無理が

あるんじゃないかというふうに私は読んだんですが、実際にそういうことをし

てマニュアルの改定とかということを、訓練をして使ってみて、実際にそのマ

ニュアルで動けるのかということでやる中で、マニュアルの検証をしながら改

定をしていく、そういうことが私は必要だというふうに考えておりまして、こ

の点でもう尐し考える必要があるんじゃないかと思いますが、どんなふうにお

考えでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足の答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 大体これで最後になると思うので、私の方からひとつ答弁を

させていただきたいと思います。 

まず、全体を通しましてでありますけれども、なぜこういうような事故が起

こってしまったのかというところを、再度振り返りをしていただいたというと

ころでありますけれども、当然、当時の保育士、それから教育委員会、町に過

失があったことは、これまでも私も教育長も認めているところでありまして、

それに対しては、ご遺族をはじめ多くの皆さんにご迷惑をおかけしたことを、

この場をお借りしてさらに陳謝をさせていただきたいと思います。大変申し訳

ございませんでした。 

その上で、保育所事故検証委員会の皆さまがいろんな形で最後のまとめをし

ていただいた。さらには、いろんな提言をいただいた。そして、それを保育士

がそれぞれの立場でいろいろ考えて５年間ここまで築き上げてきた。それその

ものに無駄なものは一つもなかったと思っていますし、今やっている活動を、

町としては大きく評価をしています。やっと５年経って、保育士が前を向いて

きちんと活動ができるこの状態まで築き上げてきたと、そのように考えていま
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す。 

さらに、このマニュアルの話等ありましたけれども、文章を大切にするとい

うことは、もちろんそれは重要なことでありますけれども、それぞれ日々の保

育の中で何が変化をして、それをどのようにやはり情報共有していくかという

ことが一番大事ではないかと考えています。 

私は、保育園で事故が起きた一番の原因は、コミュニケーション能力が、保

育士にも教育委員会にも、そして私たちにも足りていなかったというところが

一番だということを感じていまして、やはり日々の保育士同士、教育委員会、

そして町当局ときちんと意見を言い合えるような、そういった場づくりであっ

たりとか、それがきちんと保護者の皆さんに伝わっていく、そういう環境を構

築することが、事故のない保育を実現していくということだと感じています。 

ですので、もちろんこういったマニュアルがあれば良い、ああいったことを

やれば良いということは非常に重要なんですけれども、それだけに保育士が労

力を割く、その時間があるのだったら、子どもにきちんと向かい合った保育を

していく、子どもを中心に考えた保育をしていくということが、いかに重要か

ということが、この事故でわかったと思っております。ぜひご理解をいただき

たいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 最後に、保育の提供を行う町、担当の教育委員会は、高森町

町立保育園の運営だけでなく、民間保育園に対しても、安全指導をしていただ

くことになっていくと思います。保育所事故検証委員会の報告書を正面から受

け止めて、保育の安全に取り組むことを求めて、私の一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） これで一般質問を終わります。 

 

３．散会 

○議長（小平一博君） 以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。 

次の本会議は、14 日午前９時に開会いたしますので、ご参集願います。 

本日はこれにて散会いたします。 

 

閉 議  午後３時０９分 

 


